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埼五県は、都心に近いこともあって大都市型の開発が著しく進行してまいりました。特に浦和市

は、県庁所在地として埼玉県の行政の中心としての機能を併せもっており、現在さまざまな開発事

業が絶え間なく行われております。しかし、埼玉県の他の地域と同じように時代をさかのばれば数

多くの遺跡が所在しており、開発事業との調整は、埋蔵文化財保護の観点から、的確て‘‘すみやかな

判断が必要とされます。

このたび、浦和市原山四丁目に県営住宅が建設されることになりました。この場所は、縄文時代

の原山坊ノ在家遺跡としてすて‘‘に知られたところてす。そこて、その取り扱いについて、関係機関

て慎重に検討を重ねてまいりましたが、現地ての保存が困難なため、当事業団が発掘調査を実施し

て記録保存の処置をとることになりました。

発掘調査の結果、原山坊ノ在家遺跡は今から五千年前の縄文時代の集落跡て‘ヽ、竪穴住居跡からは

多くの縄文土器や石器が発見されました。これらの遺構や遺物は当時の人逹の生活を振り返って学

ぶ貰追な資料て‘す。

本書はこれらの成果をまとめたものて‘‘す。本書が学術研究の基礎資料として、また、埋蔵文化財

の普及・啓蒙及び教育機関の参考資料として広く御活用いただけることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調査に関する調整から本書の刊行に至るまて多岐にわたる御指導、御

協力いただきました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課、埼玉県住宅都市部住宅建設課、浦和市

教育委員会、並びに地元関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平成 6年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例 言

1.本書は、埼玉県浦和市原山四丁目96番地 他 にある原山坊ノ在家遺跡の発掘調査報告書て‘‘あ

る。発掘調査届けに対する文化庁長官からの指示通知は平成 4年 6月24日付け委保第 5の709号て

ある。

2. 遺跡名の略号は、 HRYMてある。

3. 発掲調査は、県営原山四丁目団地建設事業に伴う事前調査て‘、あり、埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課の調整のあと、埼玉県住宅都市部住宅建設課の委託によって、財団法人

文化財調査事業団が実施した。

埼王県埋蔵

4.発掘調査は、橋本 勉、伴瀬宗ーが担当して、平成 4年 4月1Bから平成 4年8月31Bまてお

こなった。整理作業は橋本が担当して、平成 5年10月1日から平成 6年3月31日まておこなった。

発掘調杏と整理作業の組織は第 I章に記述した。

5. 遺跡の基準点測量と航空写貞は、 シン航空写真株式会杜に、 日絵の遺物写真撮影は折原基久氏

に委託した。

6.航空写真と一部の日絵写真以外は、橋本と伴瀬が撮影した。

7. 出土品の整理・図版の作成•本文の執筆は、橋本が担当した。

8.本書の編集は資料部資料整理第 1課の橋本が行った。

9. 本書にかかる資料は平成 6年度以降県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。



凡例
1. x. y座標による表示は、国家標準直角座標第IV系に基ずく座標値を表し、方位はすべて座標

北を示した。

2.縮尺は原則として遺構全測図を 1: 600、遺構図・遺物出土状況図を 1: 60、炉などの個別図を

1 : 30、縄紋土器実測図を 1: 5、縄紋土器展開図を 1: 6、縄紋土器拓影図を 1: 3、石器を 1: 

3と2: 3とした。例外は挿図中に記入した。

3.挿図中のスクリントーンは次のことを表した。

＊遺構図中の綱かけは、炉と焼土の範間を示した。

＊遺構図中の不均等の網かけは、攪乱を表した。

4.遺構図中の竪穴住居跡て‘‘明確に入口部がわかるものは、図の下方に配置した。

5.遺物出土状況図は、平面図に全点を、断面図には拓影図に記入したものだけを掲載した。遺物

番号は拓影図番号と共通する。

6.埋甕の平面図に記入した「▲」は、縄紋土器展開図に共通し入日部を示している。

7.本文記述中の特別用語は次の意味て｀‘ある。尚、筆者の意図に選っている。

＊「地床炉状ピット」…竪穴住届跡の中央部付近にあった浅くて柱穴より径の大きいピット。

ピット内の堆積土に焼土があれば炉てあるが、本遺跡ては焼土がなかった。本米的に炉の位置

にあった。

＊「焼土土墟」…覆土に焼土が入っていた土堀。人為堆積てあり他の土墟と区別した。
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第27号上堀•第28号土壊•第29号土堀・

第30局土横•第31号土壊

図版19 第2局住居跡出土土器（1)

第 2 号住居跡出土土器(2)• 第 3 号住居

跡出土土器(1)• 第 3 号住居跡出土土器

(2).第 3号住居跡出七土器(3).第3号

住居跡出土土器（4)

図版20 第3号住居跡出上土器(5).第4号住居

跡出上土器(1).第4号住居跡出土土器

(2).第4号住居跡出土七器(3).第4号

住居跡出土土器(4).第4芳住居跡出土

土器(5)

図版21 第5号住居跡出土土器(1).第11乃住居

跡出土土器(1)• 第11号住居跡出土土器

(2).第12号住居跡出土土器(1).第12号

住居跡出土土器(2).第12号住居跡出土

土器（3)

図版22 第12号住居跡出土土器(4)• 第12号住居

跡出土土器(5).第13号土壊出土土器・

第31号住居跡出土土器•第 1 号焼土土

墟出土土器，第 3号焼土土堀出土土器

(1) 

図版23 グリッド出上土器（1)・グリッド出土土

器(2)・グリッド出土土器（3)・グリッド

出土上器（4)・グリッド出土土器（5)・グ

リッド出土土器(6)

図版24 第 2 号住居跡出土土器(3)• 第 2 号住居

跡出土土器（4)

図版25 第3号住居跡出土土器(6).第5号住居

跡出七土器（2)

図版26 第9号住居跡出士土器・第10号住居跡

出土土器

図版27 第12号住居跡出土土器(6)• 第 3 号焼土

土堀出土j：器（2)

図版28 グリッド出土上器（7)

グリッド出土土器（8)

図版29 グリッド出土土器(9)

グリッド出土土器(10)

図版30 グリッド出土土器（11)

グリッド出土土器(12)

図版31 先土器時代石器・縄紋時代石器（1)

図版32 縄紋時代石器（2)・縄紋時代石器(3)



I 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過

首都圏から20km~50km圏に位置する埼玉は、人口増加も著しく、県南を中心に住宅や住環境に対

する整備が急がれている。このような状況への対応のため、埼玉県ては住宅政策・都市・土地政策

を実施しており、住宅建設もその一環として行われている。こうした開発事業に対応するために、

県教育局文化財保護課て‘‘は、開発関係局と事前協議を実施し、文化財の保護について遺漏のないよ

うに調整を進めているところてある。

発掘調査に至るまての経過は、平成 3年 2月20日付け住建913号て住宅都市部住宅建設課長から浦

和市原山 4丁目団地（仮称）建設予定地における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについ

ての照会があり、文化財保護課て｀は平成 4年 1月20• 21両日遺跡の範囲確認調査を実施した。当該

地域には埋蔵文化財包蔵地が多く分布し、付近の民間のマンション建設などの建設に伴い事前調査

が浦和市遺跡調査会により実施され、縄文中期の集落跡が検出されている。今回の試掘調査は遺跡

の範囲確認を目的として実施した。その結果に基づき、平成4年 1月29日付け教文第1136号て‘概ね

下記のとおり回答した。

1 建設予定地には縄文時代の集落跡の原山坊ノ在家遺跡が所在する。

2 これらの埋蔵文化財包蔵地の取り扱いは、現状保存することが望ましい。

3 工事計画上やむを得ず現状を変更する場合は文化財保護法第57条の 3の規定に従って、事前

に記録保存の発掘調査を実施すること。

4 発掘調査にあたっては、当課と協議すること。

その後、取り扱いについて文化財保護課と住宅建設課において協議を重ねたが、計画変更は不可

能となったため、やむを得ず記録保存のための発掘調査を実施することになった。発掘調査の実施

については、（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施することとなった。

これにより、埼玉県と（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団は、発掘調査にかかる委託契約を締結

した。また、埼玉県知事から文化財保護法第57条の 3に碁づく埋蔵文化財発掘通知が、（財）埼玉県

埋蔵文化財調査事業団から調査届が各々文化庁長官へ提出され、発掘調査が平成4年4月1日から

開始された。

なお、文化庁長官から（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長あてに、平成4年6月24日付け

委保第 5の709号て発掘調査の実施についての指示通知があった。（文化財保護課）
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2.調査の経過

平成 4年 4月1日から平成 4年 8月31日まて発掘調査を実施した。発掘対象面積は3,300m.'てあっ

た。グリッドは10mを悲準として設定した。北から南にAから Fまて西から東へ 1から10てあった。

4月ーフ゜レハブ設置などの発掘準備をおこなった。

5月一重機による表土除去作業をおこない、終了次第、遺構確認作業にはいった。遺跡現況は畑

地て，，あったが攪乱がかなり入っていた。順次、住居跡・土披が確認された。特に南側て‘‘見つかった

第12号住居跡は、竹の根と攪乱によって確認に手間取ったが方形てあることがわかった。

6月から 8月初旬ー東側から調査を開始した。出米る限り遺物分布図を作成し、図面作成・写真

撮影へと作業を連続させていった。特に第12号住居跡の炉体土器と入口部埋甕はとても良い状態て‘

あった。

8月中旬から 8月31日ー航空写真撮影を実施し、図面作成作業を終了させた。期限内いつばいロ

ーム層を掘り下げ、先土器時代石器検出に努めたが見つからなかった。 8月31日まて‘に、機材・プ

レハブなどの撤収作業も終了した。

［整理事業］

報告書作成事業は平成 5年10月1日から平成 6年 3月31日まて‘‘実施した。平成 5年度中に図面整

理・遺物の接合、復元を行い、出来たものから遺物実測・拓本、 トレースをして写真撮影・版組・

割り付けまて‘‘行った。年が明けて平成 6年 1月に原稿執筆をして印刷した。校正作業を経て 3月31

Bに報告書を刊行した。
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3. 発掘調査および報告書刊行事業の組織

(1) 発掘調査（平成 4年度） (2) 整狸事業（平成 5年度）

理事長 荒井修二 理事長 荒井 桂

副理事長 早川智明 副理事長 富田真也

常務理事兼管理部長 倉持悦夫 専務理事 横川好富

理事 栗原文蔵 常務理事兼管理部長 紫崎光生

管理部 理事兼調査部長 中島利治

庶務課長 萩原和夫 管理部

主査 贄田 清 庶務課長 萩原和夫

主事 菊池 久 王、ーンーロ 贄田 清

経理課長 関野栄一 主任 菊池 久

主任 江田和美 経理課長 関野栄一

主事 長滝芙智子 主任 江田和美

主事 幅田昭芙 主事 長滝美智子

主事 腰塚雄二 主事 福田昭美

発掘 主事 腰塚雄二

調森部長 栗原文蔵 整理

調森部副部長 梅沢太久夫 資料部長 小川良祐

調査第四課長 石岡憲二
資料部副部長兼 谷井 彪
整理第一課長

主任調査員 橋本 勉 主任調査員 橋本 勉

調査員 伴瀬宗一
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II 遺跡の立地と環境

大宮台地は関東地方のほば中央に位置し、北部の吹上町付近から南部の川日市付近まて‘‘北西から

南東に細長くのびる台地て‘‘、南北約30kmほどてある。台地の西側には、埼E県を貰く大河てある荒

川が流れ、武蔵野台地と圃している。

浦和市は大宮台地の南部に位置していて、西の荒川低地、東の中川低地に挟まれた標高 llmから

14mの台地にある。この台地を侵食して形成された開析谷が樹枝状に入り組んて‘ヽ、起伏の多い地形

を形成している。原山坊ノ在家遺跡はこうした開析谷の一つてある芝川低地に向かって閣いている

小支谷の奥に位置している。

原山坊ノ在家遺跡て‘‘は、先土器時代の遺物・縄紋時代中期後半から後期初頭の遺構・遺物が見つ

かっている。ここては、縄紋時代を中心として周辺の遺跡を調べ歴史的環境についてまとめてみた

し‘
゜
先土器時代は、北宿西遺跡、大古里遺跡、馬場北遺跡、馬場東遺跡、松本遺跡、南宿北遺跡、和

田北遺跡、明花向遺跡などて＂検出されている。とくに北宿西遺跡、松木遺跡ては複数の文化層を持

っている。

縄紋時代早期・前期の遺跡ては、松木遺跡（撚り糸紋系土器）、北宿西遺跡（沈線紋系土器）、大

古里遺跡（条痕紋系上器・前期）などが代表的なものてある。大古里遺跡からは前期の竪穴住居跡

が数軒見つかっている。

縄紋時代中期になると士器などとともに竪穴住居跡の検出も増えてくる。 とくに中期中葉から後

葉（勝坂期から加曾利E期）になると集落跡を発掘調査して多くの竪穴住居跡を見つけることも多

くなる。但し、当地て‘‘は、馬場小室山遺跡の他は大規模な集落跡はなかなか検出されない。原山坊

ノ在家遺跡も大きいほうの集落跡に属するものと思われる。なお、昭和61年度調査ては、加曾利E

III期の住居跡 1軒と土墟11基が発見されていたため、今回の調杏分と合わせて、加曾利EII期から

EIII期の住居跡が10軒となった。

縄紋時代後期。晩期になると竪穴住居跡の検出は少なくなる。北宿遺跡、広ヶ谷戸稲荷越遺跡、

馬場小室山遺跡などが代表的な遺跡てある。このなかては、安行式の遺跡て‘‘ある馬場小室山遺跡が

大規模な遺跡てある。とくに第51号土墟から出土した安行式の一括上器は、安行IIIa式土器の基準

とし得る良好なものて‘‘ある。晩期終末になると、白幡本宿遺跡て、、住居跡が検出されている。当時期

が判然としない埼玉県て‘‘は貴道な資料て‘‘ある。

以上、原山坊ノ在家遺跡の周辺にある縄紋時代の遺跡を見てきた。大宮台地の南部は、北は加須

低地を経て、群馬。栃木方面と繋がり、中川低地を経て千葉。茨城方面と繋がっている。今後、縄

紋時代の理解にはこうした各地域をも視野にいれる必要がある。
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1會里山遺跡@.中原後遺跡3・山崎貝塚4，蔀窪選銹5.前窪西還跡6.中原蔀遺跡？雷大古里還跡ふ北宿追注
§．馬場北遺跡比北宿南遺跡li．北宿栗還跡比馬掲東面添比馬場小室遺跡比松木北選跡比松木遺跡lJ.三
鉛．i孔南窟訟鵡 l．也南御南追途比西宿南迫籐加．前島選跡幻．駒形遺跡ね．駒痴誼~23'原山坊ノ
在塞墨壁 2ふ疇碑臨本太四丁目遺跡庫諏訪入遺跡．江~大谷揚下町遺跡~筵白幡本宿遺跡~ 29•白幡上ノ台
遺跡皿根岸遺跡孔善前南遺跡~訟明花上／台遺跡邸明花向遺跡 3も広ヶ谷稲荷越遺跡~3ふ井沼方馬堤追磁
菰井沼方躙i江大北選跡.38.西谷譴闘宮前遺跡祁吉場遺跡n.太扁木内谷選跡位和田南追跡43．和田
曇仕和田遺跡位和田北還跡46.会,.l谷遺跡孔．会ノ谷遺跡 48．西枯木選跡戟本田遺跡 5~ ・閉宮宮後遺注
江鶴巻輝江谷~ノ前追跡 5'i.中野田島ノ前追跡~甜．東褻遺跡 5かとうのこし遺跡~紅鎌倉公瞑遺跡江篠山選迷
揺党蓮寺燭貼孤中原迫貼孔えんぎ山迫術紐前耕函誼紅記原遺跡紅東中尾晒祢65、ーツ木迫貼韮小
梱碑譴紅喧寺躙

第1図 原山坊ノ在家追跡と周辺の追跡
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III 遺跡の概観

原山坊ノ在家遺跡は、芝川の右岸に位置し、川に向かって開析された太田窪の谷の奥まった小支

谷の東側にある。標高は約13mて‘調査区の西側て‘‘は僅かに傾斜が始まっていたが東側ては、ほぼ平

坦になっていた。調査区は、 3,300m'て東西に長い長方形てあった。（第2図）

今回の発掘調査ては縄紋時代中期後半から後期前半まての竪穴住居跡と土墟が発見された。住居

跡は加曾利E期が9軒、堀之内 1期が3軒て合わせて12軒てあった。この時期の組み合わせとして
は大宮台地ては典型的なものてある。この件数は原山坊ノ在家遺跡における該期の集落跡を全部発

掘調査したわけてはないのて、集落跡全体については推定の域をてないが各時期を合わせた住居跡

の数はかなり多くなると思われる。この時期の集落跡は円形や馬蹄形をしたものが多いが、この集

落跡もおそらく円形に住居跡がめぐるものと思われる。第 3図の全側図からもわかるが、住居跡の
分布が弧状になっており集落跡の南側を検出したものと思われる。

住居跡を詳しくみると、一番古いと思われる住居跡が第12号住居跡てあった。住居跡の分布域か
ら南に外れた位置にあり、他の住居跡とは異なって方形をしていた。一辺に沿って並ぶ柱穴・方形

の炉・入口部にある埋甕なども他の住居跡とは違っていた。加曾利EI式期と EII式期の中間の時
期て＂ある。その次の時期は、第 5号住居跡て‘円形の住居跡てあった。この住居跡は典型的な加曾利
EII式てある。 3番目の時期は、第2号住居跡と第3号住居跡て‘‘あった。楕円形と円形をしていた。
この二つの住居跡は、柄鏡形の住居跡に切られていた事も共通する。時期は加曾利EIII式期てあっ
た。 4番目の時期は、第 1号住居跡と第 4号住居跡て‘あった。第 1号住居跡は入日部と思われる張
り出しが長く延びる柄鏡形、第 2号住居跡は張り出し部が短い円形をしていた。時期は加曾利EIII
式期てあった。第 6号住居跡から第8号住居跡は時期がはっきりわからなかったが、おそらく 2番

目• 3番目の時期てあろう。

その後、時期的空白期間があって 5番目の住居跡構築は第 9号住居跡・第10号住居跡・第11号住
居跡て‘‘あった。円形のプランてあったが、柱穴は前の加曾利E期とは違い壁に沿って円形にめぐっ
ていた。すてに縄紋時代後期に入っていて堀之内 1期て‘あった。 3つの住居跡は接近していたり切
り合いがあったりしたのて、第9号住居跡→第10号住居跡→第11号住居跡の順て‘建てられたのて‘あ
ろう。

住居跡の他の遺構は、土城がある。住居跡と同じような分布を示していた。遺物があまり出土し

なかったが大部分は加曾利E期て‘あろう。覆土中に焼土を含む特殊な土漿が3基出土した。どのよ
うな性格かわからないが、地床炉状ピットと関係があるのかもしれない。
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IV 先土器時代の遺物

先土器時代に属する遺物が2点出土している。ローム層からのフ゜ライマリーな出土てはない。第

4図 1は黒曜石製のナイフ形石器てある。先端と基部の両端が折れている。正面図左側と右側下半

部にブランティングが施されている。左側は表裏両面から、右側下半部は裏面からの剥離てのブラ

ンティングてある。長さー4.3cm、幅ー1.8cm、厚さー0.8cm、重量ー6.lgてある。第 4図2はチャー

ト製の切り出し形のナイフて‘あ

る。完形品てある。正面図左側

と右側にブランティングが施さ

れる。いずれも裏面からのもの

て‘ある。主要剥離と直行するか

たちて凍Ij離が加えられて刃部が

形成される。長さー2.6cm、幅一

1.1cm、厚さー0.4cm、重量ー1.2g

てある。

竺こ

゜
2:3 5cm 

第4図 先土器時代の遺物
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V縄紋時代の遺構と追物

1 住居跡

第 1号住居跡 (SJ-1)（第 5図）

C-7グリッドて見つかった。柄鏡形をしていて、長径X短径X深さは 5.09mx 3.78m X 0.21mてあ

った。主軸方向は N-22"-Eて‘あった。地床炉状ピット 1基が検出された。ピットは 8本。時期は、

出土遺物等より縄紋中期加曾利EIII期て‘あったものと思われた。 SJ-2を切っていた。主な出上遺物

は、縄紋土器破片が少量出土しただけてあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆

積の土層て＂あった。確認面から浅く、床面は軟弱て‘‘北側から攪乱が入っていた。北東に張り出しが

あり入口部と想定された。入口部に対ピットがあった。ピットは Pl-0.14m、P2-0.12m、P3-0.

29m、P4-0.14m、P5-0.22m、P6-0.58m、P7-0.llm、P8-0.13mてあった。

第 2号住居跡 (S］ー2) （第 6図）

C-7グリッドて見つかった。楕円形をしていて、長径X短径x深さは 5.95mx 4.65m X 0.15mてあ
った。主軸方向は N-25°-Eてあった。石囲炉 1基が検出されたが石は大部分抜きとられていた。ピ

ットは 5本。主柱穴は不明てあった。時期は、出土遺物等より縄紋中期加曾利EIII期て‘あった。 SJ

-lに切られていた。主な出土遺物は、 Plに入り込むようにして加曾利EIII式の深鉢があった。覆土

から出土した土器の様相も加曾利EIII式てあった。石器は、凹石・石鏃．磨製石斧．楔形石器・磨

石等が出土した。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面から

浅く、南側に攪乱が入っていた。床面は炉付近が堅く締まっていたが、壁付近て‘‘は軟弱て‘‘あった。

Pl-0.14m、P2-0.65m、P3-0.34m、P4-0.36m、P5-0.llmて‘‘あった。

第3号住居跡 (SJ-3) （第7図）

C-4グリッドて見つかった。円形をしていて、長径X短径X深さは 5.79mx 5.25m X 0.20mてあ

る。主軸方向は N-5"-Wてあった。地床炉状ピット 1基が検出された。ピットは 7本。そのうち主

柱穴と思われるのがPl• P4 • P5 • P6の4本てあった。時期は、出土遺物等より縄紋中期加曾利E

III期てあった。 SJ-4 • SK-29、SK-30に切られている。主な出土遺物は、床面・覆土から加曾利E

III式深鉢・破片が出土した。僅かに堀之内式が混在していた。以下、その他の気がついた事を記述

する。自然堆積の土層てあった。確認面からは浅く、床面は全体に軟弱て｀攪乱がかなり入っていた。

ピットは Pl-0.14m、P2-0.13m、P3-0.22m、P4-0.25m、P5-0.15m、P6-0.3lm、P7-0.17mてあっ

た。
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第6図 第2号住居跡

第4号住居跡 (SJ-4) （第8図）

C-3、C-4グリッドて見つかった。長径X短径x深さは 4.39mx 4.18m x 0.19mて‘絵鏡形をして
いた。主軸方向はN-13"-Eて‘あった。地床炉状ヒ°ット 1基が検出された。

出土遺物等より縄紋中期加曾利EIII期てあった。 SJ-11、SK-31に切られていて SJ-3を切ってい

ピットは 3本。時期は、

た。出土遺物は床面から浮いていた。主な出土遺物は、器形が復元てきる深鉢三個体・浅鉢が一個

体て‘加曾利EIII式てあった。石器は打製石斧．敲石が出土した。以下、 その他の気がついた事を記
述する。自然堆積の土層てあった。確認面から浅く床面は軟弱てあった。北側に僅かに張り出しが

認められた。 ピットは Pl-0.4lm、P2-0.18m、P3-0.27mてあった。
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第7図 第 3号住居跡
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b.｛ローム粒子（少）、カーボン粒子（少）、ロームプロック｛中） 1 

2.褐色士

｛ロームプロック（中） ｝ 

0 2m 
I - 1 1 

第8図 第4号住居跡

第5号住居跡 (SJ-5) （第9図）

B-6、C-6グリッドて見つかった。円形をしていて、長径X短径x深さは 4.32mX 4.18m x 0.26m 

てあった。主軸方向は N-1°-Eてあった。地床炉状ヒ°ット 1基が検出された。ピットは 6本。そのう

ち主柱穴と思われるのがPl• P2 • P3 • P4 • P5 • P6の6本てあった。時期は、出土遺物等より縄紋
中期加曾利EII期てあった。出土遺物は、覆土から加曾利EII式から EIII式の破片が出土した。小
形の深鉢は加曾利Ell式と思われる。石器は出土しなかった。以下、 その他の気がついた事を記述

する。自然堆積の土層てあった。全体に攪乱がかなり激しかった。床面は、中央部て‘少し堅く壁際

て柔らかかった。

あった。

ピットは Pl-0.16m、P2-0.16m、P3-0.27m、P4-0.13m、P5-0.33m、P6-0.19mて‘
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第 9図第5号住居跡
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炉址状ビット

1．褐色士
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b,｛ローム粒子（少）、焼土粒子（少）、ロームプロック（少） ｝ 

c.｛ローム粒子（少）、カーポン粒子（少）、ロームブロック（少））
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第10図第6号住居跡

第 6号住居跡 (SJ-6)（第10図）

C-5、D-6グリッドて見つかった。長径X短径X深さは 3.64mx 3.12m x 0.25mて円形をしてい
た。主軸方向は N-2°-Eて‘あった。地床炉状ピット 1基が検出されている。ピットは 5本。そのうち

主柱穴と思われるのがPl・ P2 • P3 • P4 • P5の5本て＂ある。遺物は、ほとんど出土しなかったのて‘‘
時期は確かてなかった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。床面

は柔らかてあった。攪乱がかなり入っていた。ピットは Pl-cO.llm、P2-0.28m、P3-0.15m、P4-0.

18m、P5-0.40mて‘あった。
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1．暗褐色ヤ b. {nーム粒子（少）、ロームプロック（中） ］ 

｛ローム粒子（少）、ロームプロック（少） ｝ 炉址状ピット

2.褐色 1.褐色土 0 2m 

a．｛ローム粒子（少）、ローム小プロック（少）、 a ｛ロームプロック（多）、カーボン粒子（極少） l le—--~ - | -__  -1 

第11図第 7号住居跡

第 7号住居跡 (SJ-7) （第11図）

D-5グリッドて見つかった。長径X短径X深さは 3.76m X 3.57m X 0.30mて‘円形をしていた。主軸

方向は N-57°-Wてあった。地床炉状ピット 1基が検出された。ピットは 2本。遺物は、床面密着と

やや浮いた状態て‘‘河原石が出土した。土器はほとんど出土しなかったのて‘‘時期は確かてなかった。

以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの深さは、ほかの

住居跡より僅かに深かった。ピットは Pl-0.lSm、P2-0.39mてあった。
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C,｛ロームプロック（中）｝ 

L=13.□0m 

0 2m 

第12図第8号住居跡

第 8号住居跡 (SJ-8) （第12図）

B-4、B-5グリッドて見つかった。長径X短径X深さは 4.25mX 3.64m X 0.25mて‘円形をしてい

た。主軸方向は N-65"-Eてあった。出土遺物は、ほとんど出土しなかったのて詳しい時期は確かて‘

なかった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。床面は柔らかい。

ピットも見つからなかったのて住居跡としては認め難いものがあったが一応カウントした。

第 9号住居跡 (SJ-9) （第13図）

C-2、C-3グリッドて‘見つかった。長径X短径X深さは 5.4lmX4.77mX0.18mて円形をしてい

た。主軸方向は N-31'-Eてあった。地床炉状ヒ°ット 1基が検出された。ピットは14本。時期は、出

上遺物等より縄紋時代後期堀之内 1期てあった。遺物の出土量は少なく器形を推定てきるものはな

かったが覆土の上器は堀之内 1式てあった。加曾利E式が混在していた。黒曜石のチップがすこし

まとまって出土した。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面

からは浅くて床面は柔らかかった。ヒ°ットは壁に沿って円形に列んて‘いた。ピットは Pl-0.15m、P2

-0.16m、P3-0.16m、P4-0.42m、P5-0.23m、P6-0.50m、P7-0.21m、P8-0.28m、P9-0.25m、Pl0-0.

33m、P11-0.20m、P12-0.28m、P13-0.20m、P14-0.12mてあった。
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第13図第 9号住居跡
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b.｛ローム粒子（少）、カーポン粒子（少）、ロームブロック（少））

3.陪褐色土

伐出汲子（多）、カーポン粒子（多）含む、炉？）

」．＇ 炉址状ビット

1．暗褐色土

a.儀土粒子（少）、カーポ，，粒子（少） ｝ 

言` 言 L1300m b儀□□：□□□＝＝了m
第14図第10号住居跡
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1．陪褐色土

a, {Pーム粒子（中）、カーボン、焼土（少） ］ 

b，（ローム粒子（少）、｝

C, {P-ム粒子（大）、焼土（少） ｝ 

2，黙褐色土

a,（ローム粒子（中）、焼土（中）、カーポン（中

） ｝ 

b, {Pーム粒子｛中）、プロックも含む、カーボン

土＇（少）｝

炉址状ピット

1，暗褐色土

a，｛ローム粒子（少）、カーボン粒子（少） ｝ 

b，｛ローム粒子（少）、ロームプロック（少） ］ 

L013,00m 

゜｀＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼｀｀｀｀｀｀＼ヽト

第15図第11号住居跡
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SJ12 

1.黙褐色t

a. {Dーム粒子（多）、カーボン粒子（少）、焼土粒子（少））

b、｛ローム粒子（多）、カーボン粒子（中）、ローム小プロック（少） ｝ 

2.陪褐色士

..（ローム粒子（中）、ロームプロック（少）、カーボン粒子（少））

b.｛ローム粒子｛少）、ローム小プロック｛多）、ロームブロック（多） ｝ 

C （ローム粒f（少）、ロームプロック（多））

3．褐色t

a.｛ロームプロヅク（多））

b. {Dーム粒子（少） ｝ 

炉址

1.暗赤掲色土

a. {Dーム粒子（多）、カーボン粒子（少）、焼t粒子（少）、ロームプロック

（少） ｝ 

2.熙赤褐色土

a ｛カーポン粒子（多）、焼土粒・子（多｝、焼土プロヅク（少） ｝ 

3.焼土

a．赤褐色t｛強く熱を受けて、苫しく赤色している｝

b明黄色土｛熱を受けて、堅く焼きしまっているが、赤色していない）

埋甕

1.黄褐色土

a. ｛ロームプロック（中）、カーポン粒f（中））
b, ｛ロームプロック（中）・カーボン粒子（中）、カーポン粒子（中））

2.明貞褐色J・.

｛ロームプロック（少）、カーポン粒子（少）） 慎5り沐｝
3．暗褐色土

釦ーム粒子（中） ｝ 

4.暗褐色士
｛ロームプロック（少）、ローム粒子（中））

第16図 第12局住居跡
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第10号住居跡 (SJ-10) （第14図）

C-3、D-3グリッドて見つかった。長径x短径X深さは 4.98mx 4.47m X 0.16mて円形をしてい
た。主軸方向は N-33°-Wて‘あった。地床炉状ピット 1基が検出された。ピットは 6本。そのうち主
柱穴と思われるのがPl• P2 • P3 • P4 • P5 • P6の6本てあった。時期は、出土遺物等より縄紋時代
後期堀之内 1期てあった。 SJ-11に切られていた。主な出土遺物は、床面・覆土から堀之内 1式の大
形破片が2個体出土していた。石器は分銅形打製石斧が出土した。以下、その他の気がついた事を
記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの深さは浅く床面は柔らかかった。ピットは Pl-0.
19m、P2-0.47m、P3-0.45m、P4-0.29m、P5-0.32m、P6-0.3lmてあった。

第11号住居跡 (SJ-11) （第15図）

C-3、D-3グリッドて見つかった。長径X短径x深さは 5.23mx 4.82m x 0.17mて‘‘円形をしてい
た。主軸方向は N-23°-Wてあった。地床炉状ピット 2碁が検出された。ピットは 8本。そのうち主
柱穴と思われるのがPl• P3 • P4 • P5 • P6 • PSの6本てあった。時期は、出土遺物等より縄紋後期
堀之内 1期て‘あった。 SJ10に切られている。主な出土遺物は、堀之内 1式の大形片が2個体出土し
ていた。覆土から出土した破片も大部分は堀之内 1式に属するものてあった。石器は短冊形打製石
斧が出土した。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。攪乱がかなり
入っていた。床面は柔らかかった。ピットは Pl-0.19m、P2-0.14m、P3-0.18m、P4-0.27m、P5-0.
33m、P6-0.13m、P7-0.70m、P8-0.19m、P9-0.16mてあった。

第12号住居跡 (SJ-12) （第16図）

D-6、D-7、E-6、E-7グリッドて‘見つかった。南側の一部が調査区外て‘あった。長径X短
径x深さは 7.67mX7.09mX0.4lmて‘隅丸方形をしていた。主軸方向は N-28°-Eて‘‘あった。地床炉1
基が検出された。壁溝は幅約40cmの溝が埋甕を除いて全周していた。ピットは 6本。そのうち主柱
穴と思われるのがPl・ P2 • P3 • P4 • P5 • P6の6本て‘‘あった。時期は、出土遺物等より縄紋中期加
曾利EII期て‘‘あった。主な出土遺物は、入口部に加曾利E系のEII式前半の埋甕が、炉体土器は曽
利系が出土した。他は覆土からの出土て加曾利EII式前半が主体て‘加曾利EIII式の混入があった。
以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘あった。確認面から一番深い住居跡て‘‘

あった。攪乱がかなり入っていたが、床面は全面堅く締まっていた。中央部の炉は方形て東側に攪

乱が入っていた。柱穴は、壁溝に沿って配置されていた。コーナ一部に各1箇、辺中央に各1箇て‘
あった。ヒ°ットは Pl-0.SOm, P2-0.65m, P3-0.82m, P4-0.66m, P5-0.85m, P6-0.88mてあった。
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2.土墟 (SK)

第 1号土堀 (SK-1) （第17図）

8-Aグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径x短径X深さは1.86mx 1.13m x 0.30mてあ

った。主軸方向はN-53"-Eてある。時期は、不明てあった。遺物は、ほとんど出土しなかった。以

下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘‘あった。北側の一部が調査区外てあ
った。

壁の立ち上がりは緩やかてあった。確認面からの掘り込みは中程度てあった。

第 2号土塀 (SK-2) （第17図）

8-Aグリッドて‘‘見つかった。楕円形をしていて長径x短径x深さは1.49mX 1.09m X 0.17mてあ

った。主軸方向はN-3T-Wてあった。遺物は、ほとんど出土しなかったのて時期は不明てあった。

以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘‘あった。確認面からの掘り込み
は浅か

った。壁の立ち上がりは緩やかてあった。

第 3号土壊 (SK-3) （第17図）

9-Bグリッドて見つかった。円形をしていて長径X短径X深さは1.15mX 1.00m X O.lOmてあっ

た。主軸方向はN-38"-Eて‘‘あった。遺物がほとんど出土していなかったのて時期は確かてはなかっ

た。以下、その他の気がついた事を記述する。確認面からの掘り込みは浅く皿状の掘り込みて
あっ

た。

第 4号土塀 (SK-4) （第17図）

9-Bグリッドて見つかった。円形をしていて長径X短径x深さは1.63mX 1.29m X 0.41mてあっ

た。主軸方向はN-7T-Eてあった。遺物がほとんど出土していないため時期は確かてない。僅かに

出土した土器は堀之内式に属する。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土
層てあ

った。確認面からの掘り込みは中程度てあった。壁の立上りは急て東側に小ピットがあって
底面は

凹凸があった。

第 5号土壊 (SK-5) （第17図）

8-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径x短径X深さは1.61mX 1.19m X 0.28mてあ

った。主軸方向はN-66"-Eて‘あった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてな

い。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り
込みは

浅かった。壁の立ち上がりは緩やかて攪乱が入っていた。

第 6号土堀 (SK-6) （第17図）

8-A、8-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.60mx 1.00m X 0. 

18mてあった。主軸方向はN-3 "-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確

かてない。僅かに出土した土器は加行利Ell式から EIII式てあった。以下、その他の気がついた事

を記述する。自然堆積の土層て‘あった。確認面からの掘り込みは浅くて壁の立ち上がりは緩やか
て，，

あった。

第 7号土塘 (SK-7) （第17図）

8-Aグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径x短径X深さは1.35mX 1.14m X 0.26mてあ
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った。主軸方向はN-27°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かて‘‘な
い。僅かに出土した土器は加曾利EIII式に属する。以下、その他の気がついた事を記述する。自然

堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは浅くて壁の立ち上がりは緩やかてあった。

第8号土壊 (SK-8) （第17図）

7-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.71m x 1.18m x 0.40mてあ
った。主軸方向はN-27°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてな
い。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは

中程度てあった。壁の立ち上がりは緩く中央に浅いピットがあった。

第 9号土塘 (SK-9) （第17図）

7-Bグリッドて‘‘見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.55mx 1.22m x 0.43mてあ
った。主軸方向はN-39'-Eて‘あった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてな
い。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘‘あった。確認面からの掘り込みは

中程度てあって壁の立ち上がりは緩かった。南西側にピットがあり、深さは P-0.20mてあった。

第10号土塘（SK-10) （第17図）

8-Cグリッドて見つかった。円形をしていて長径X短径X深さは1.30mX l.llm X 0.36mてあっ
た。主軸方向はN-43°-Eてあった。時期は、出土遺物等より縄紋中期加曾利EIII期て‘` あった。遺物
は、底面から浮いた状態て出土していた。土器は加曾利EIII式に属する。以下、その他の気がつい

た事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立ち上がりは

東が急て西が緩かった。ピットは 2つとも 0.08mて浅かった。

第11号土壊 (SK-11) （第17図）

7-Bグリッドて‘見つかった。楕円形をしていて長径X短径x深さは1.42mX 1.02m X 0.19mてあ
った。主軸方向はN-3'-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてな
い。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは

浅かった。壁の立ち上がりも緩やかてあった。

第12号土塘（SK-12) （第17図）

7-B、7-Cグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径x短径x深さは1.24mx 0.91m x 0. 
34mてあった。主軸方向はN-45°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確
かてない。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り

込みは浅かった。壁の立ち上がりは緩やかて、北側に浅いヒ°ットがあった。

第13号土城 (SK-13) （第18図）

7-Cグリッドて見つかった。円形をしていて長径X短径X深さは1.44mX 1.23m XO.29mてあっ
た。主軸方向はN-61°-Eてあった。時期は、出土遺物等より縄紋中期加曾利EIII期てあった。主な
出土遺物は、加曾利EIII式波状沈線紋系の大形破片が出士した。ほかに磨消縄紋の胴部破片、櫛描
き紋の胴部破片が出土した。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。

覆土 1層から遺物の出土があった。確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立上りは緩やかて中段
があり、底面は緩やかに凹んていた。底面に浅い小ピットが1個あった。
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口
a.｛ローム粒子（少））
b. {pーム粒子（少）、ロームブロック

2.褐色土
｛ロームプロック（多））

SK3 
1.暗褐色

｛ローム粒子（少））

SK4 
1.暗褐色
a.｛ローム粒子（少｝、ローム小プロック

（極,Jヽ ）、ロームプロック（中））
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1ロームブロック（多） 1 

SK9 
1.暗褐色土

a. ｛ローム粒子（少）、ロームプロック

（中））

b,｛ローム粒子（少）、ロームプロック（極

少） 1 
C, ｛ローム粒子（少）、ロームブロック

（多））

2.褐色土
a. Inームプロック（中） ｝ 
b,｛ロームプロック（多） ｝ 

゜

,
S
 

マ1¥、一_/ SK8 

A A' 

冒量

om

ぽ

ク

渾

ク

ク

2

〖
心
i
[
i
i
加

S
K
l
A
i

．

ポ

i

ム

―

―

ー

ロ

t

o

o

ロ

』

』

[

』
SKl

』
』
』
2lo

第17図土猥（ 1)

- 27 -



第14号土堀（SK-14) （第18図）

8 -Bグリッドて見つかった。円形をしていて長径x短径X深さは 2.19mx 2.00m x 0.24mて‘あっ
た。主軸方向はN-42°-Wてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてない。
以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て｀あった。確認面からの掘り込みは浅か

った。壁は緩やかに立ち上がっていた。土墟の中て‘‘は、径が大きいものて‘‘あった。

第15号土堀 (SK-15) （第18図）

6-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは 2.37mX 1.56m x 0.24mて‘‘あ
った。主軸方向はN-43°-Eてあった。遺物は、ほとんど出上していなかったため時期は確かてな
い。僅かに出土した土器は、加曾利EIII式に属するものてあった。以下、その他の気がついた事を
記述する。自然堆積の土層て‘‘あった。確認面からの掘り込みは浅かった。壁は緩やかに立上り、底

面は凹凸が認められた。

第16号土堀（SK-16) （第18図）

6-Cグリッドて見つかった。不整円形をしていて長径x短径x深さは1.13mX 1.05m X 0.41mて‘‘
あった。主軸方向はN-66°-Eて‘あった。遺物は、ほとんど出土しなかったため時期は確かて‘‘ない。
以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘‘あった。確認面からの掘り込みは中程

度て‘‘あった。壁の立上りは急て‘‘南側に中段があった。

第17号土堀（SK-17) （第18図）

5 -Bグリッドて見つかった。惰円形をしていて長径x短径x深さは1.37mx 1.19m x 0.23mて‘‘あ
った。主軸方向はN-48°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土しなかったため時期は確かてない。以
下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは浅くて

壁は緩やかに立ち上がっていた。

第18号土堀（SK-18) （第18図）

4-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径x深さは1.80mx 1.20m x 0.17mてあ
った。主軸方向はN-74°-Eて‘‘あった。遺物は、ほとんど出上していなかったため時期は確かてな
い。僅かに出土した土器は櫛描ぎ紋の破片と無紋日縁部破片てあった。以下、その他の気がついた

事を記述する。自然堆積の上層てあった。確認面からの掘り込みは浅く壁は緩やかに立上っていた。

第19号土壊（SK-19) （第18図）

4 -Bグリッドて‘‘見つかった。楕円形をしていて長径X短径x深さは l,73mXl.32mX 0.28mてあ
った。主軸方向はN-2T-Wてあった。遺物は、はとんど出土していなかったため時期は確かてなか
ったが、僅かに出上した土器は櫛描き紋の破片てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。

自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立上りは緩やかて‘‘北側に攪乱が

入っていた。

第20号土壊（SK-20) （第18図）

4 -Bグリッドて‘見つかった。楕円形をしていて長径X短径x深さは1.48mx 1.21m X 0.13mて‘‘あ
った。主軸方向はN-17°-Wて‘あった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてない
が出土した土器は、以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面か
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らの掘り込みは浅かった。壁は緩やかに立ち上がっていた。

第21号土壊（SK-21) （第18図）

3-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.65mx 0.98m x 0.30mて‘‘あ
った。主軸方向はN-47°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かて‘‘なか
った。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘あった。確認面からの掘り込み

は浅かった。壁の立上りはやや急て‘ヽ、西側に楕円形のピットがあった。床面は凹凸てあった。

第22号土漿（SK-22) （第18図）

3-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.59mX 0.97m X 0.30mてあ
った。主軸方向はN-5 "-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していない。僅かに出土した土器は、
堀之内］式てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面

からの掘り込みは中程度てあった。壁は緩やかに屯ち上がっていた。

第23号土堀 (SK-23) （第18図）

2-Bグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径x深さは1.40mx 1.20m x 0.39mてあ
った。主軸方向はN-80°-Wてあった。遺物は、ほとんど出土していなかった。僅かに出土した土器
は加曾利EII式以降てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘あった。
確認面からの掘り込みは中程度てあった。壁の立上りは急て西側にピットがあった。床面には凹凸
があった。

第24号土塀（SK-24) （第19図）

3-Cグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.56mX 1.28m X 0.30mてあ
った。主軸方向はN-68°-Wてあった。遺物は、ほとんど出上していなかった。僅かに出土した土器
は無紋日縁部てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘‘あった。確認

面からの掘り込みは中程度てあった。壁は緩やかに立上り中央部にピットが2箇あった。底面は凹
凸があった。中央部に攪乱が入っていた。

第25号土堀（SK-25) （第19図）

2-Cグリッドて見つかった。円形をしていて長径X短径x深さは1.80mx 1.63m X 0.37mてあっ
た。主軸方向はN-73°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していない。以下、その他の気がついた
事を記述する。自然堆積の上層て‘‘あった。確認面からの掘り込みは中程度てあった。東側の壁の立

ち上がりは急て、西側は中段があった。

第26号土壊（SK-26) （第19図）

2-Bグリッドて見つかった。円形をしていて長径x短径X深さは1.12mx 1.10m x 0.29mてあっ
た。主軸方向はN-44°-Eてあった。遺物は、ほとんど出tしていなかったため時期は確かてない。
僅かに出土した土器は無紋口縁部片てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積

の土層て‘あった。確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立ち上がりは緩やかて南側て中段があっ

た。

第27号土壊（SK-27) （第19図）

2-Bグリッドて見つかった。円形をしていて長径X短径x深さは 0.90mx 0.82m x 0.29mてあ
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った。主軸方向はN-1 °-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかっ
たため時期は確かてな

い。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあっ
た。西側が調壺区外てあった。

確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立ち上がりは急て西側に楕円
形のピットがあった。
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第28号土塘（SK-28) （第19図）

2-Bグリッドて‘見つかった。円形をしていて長径x短径X深さは 0.94mX 0.38m X 0.32mてあっ
た。主軸方向はN-37°-Eてあった。遺物は、ほとんど出土していなかったため時期は確かてない。
以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層てあった。確認面からの掘り込みは浅か

った。壁の立上りは急て‘底面は南側に傾斜していた。

第29号土塘（SK-29) （第19図）

4-Dグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは 0.92mX 0.67m X 0.21mて‘あ
った。主軸方向はN-29°-Eてあった。 SJ3を切っていた。遺物は、あまり多くなかった。僅かに出
土した土器は加曾利EIV式てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘‘
あった。確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立ち上がりは緩やかてあった。

第30号土塘（SK-30) （第19図）

4 -Dグリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径X深さは1.41mx 0.86m X 0.35mてあ
った。主軸方向はN-74°-Eて‘あった。 SJ3を切っていた。遺物は、あまり多くなかった。出土した
土器は堀之内 1式てあった。以下、その他の気がついた事を記述する。自然堆積の土層て‘あった。
SJ3床面からの掘り込みは浅かった。壁の立ち上がりは急て東側に中段があった。加曾利EIII式後半
のSJ3を切って作られている事、堀之内 1式の破片を含んている事から堀之内期の可能性がある。
第31号土堀（SK-31) （第19図）

C-3グリッドて見つかった。円形をしていて直径X深さは 0.65mX 1.65mて‘あり、開口部て‘‘狭
く、底面付近て広がるフラスコ状をしていた。時期は、出土遺物等より縄紋時代後期堀之内 1期て‘‘
あった。 SJ4を切っていた。主な出土遺物は、ほぼ復元てきる堀之内 1式土器が土壊中段から出土し
た。以下、その他の気がついた事を記述する。人為堆積。 SJ4床面から深く掘り込まれていた。
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3.焼土土墟 (SX)

第 1号焼土土壊 (SX-1) （第20図）

A-7グリッドて見つかった。楕円形をしていて長径x短径x深さは1.40mx 1.16m x 0.24mてあ

った。主軸方向はN-45'-Eてあった。時期は、出土遺物等より縄紋中期加曾利EIII期て‘あった。主

な出土遺物は、 la層上面から加曾利EIII式が破片として 1個体分出土した。以下、その他の気がつ

いた事を記述する。自然堆積の土層てあった 3層埋没後に 2層に焼土が、 la層に焼土を混入する暗

褐色土が堆積していた。確認面からの掘り込みは浅かった。壁の立ち上がりは緩やかて‘‘あって、西

側に浅い小ピットがあった。

第 2号焼土土塘 (SX-2) （第20図）

C-5 • C-6グリッドて見つかった。楕円形をしていて長径X短径x深さはl.76mXl.OOmXO. 

22mてあった。主軸方向はN-21"-Eてあった。時期は、遺物が出土していないのて明確てなかった

が、 SX-1とSX-3から考えて縄紋中期加曾利EII期から EIII期てあろう。以下、その他の気がつ

いた事を記述する。 1層に焼土が入っていた。 2a層にも焼土が含まれていた。確認面からの掘り込

みは浅かった。壁の立ち上がりは緩やかだった。

第 3号焼土土堀 (SX-3) （第20図）

E-2グリッドて‘‘見つかった。南側は調査区外てあった。楕円形をしていて長径x短径x深さは(0.

72m) X0.67mX0.26mてあった。主軸方向はN-15°-Wて‘あった。時期は、出土遺物等より縄紋中期

加曾利EII期て‘あった。主な出土遺物は、床面から僅かに浮いた状態て‘2個体分の加曾利EII式深

鉢が出土した。他に連呼紋系・曾利系が破片て出土した。以下、その他の気がついた事を記述する。

3層が焼土層て‘‘、 1、2層にも含まれた。 4層は焼けたロームブロック層てあった。確認面からの

堀り込みは浅く壁の立ち上がりは急だった。
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4。住居跡出土土器

第 1号住居跡（第28図）

実測て‘きる遺物は出土しなかった。遺物は上器細片だけて‘ヽ、石器も出土しなかった。］は磨消縄

紋による渦紋が描かれる。時期は判然としない。 2は口縁部が内彎する無紋浅鉢。 3、4は縄紋を

地紋として幅広の沈線紋が描かれる。 6は内彎する日縁部を持ち複列の連続刺突紋て‘‘口縁無紋部を

区画している。 7は曾利系列の連「ハ」紋、 9は集合沈線紋が描かれる。 16は2本一組の隆線て｀紋

様が描かれる。各時期の細片が混在し判然としないが全体として第IV群が多い。

第 2号住居跡（第21図 1~3、第29図～第30図）

第21図 1は胴部上半を欠落している。胴部中央からやや下て‘‘緩く括れ径の小さな底部に移行する。

おそらく内彎する口縁部が付くものと思われる。幅広の磨消懸垂紋が垂下する。一部に 3本沈線と

なってしまい磨消されない部分もある。縄紋はRL縦回転てある。第21図 2はやや開く日縁部から

直線的に底部に移行する深鉢形上器てある。日縁部に複列の刺突列を配し、以下に狭い磨消懸垂紋

を垂下させている。縄紋は無節Lの縦回転て‘‘ある。第21図3は曾利系列の土器てある。日縁部だけ

の破片てあるが、胴部中央て‘‘屈曲する独特の器形となろう。日縁部には斜行の集合沈線紋。口唇部

には短沈線が施紋され口端部が刻み状になる。口縁部内側は僅かに突出する。 4~25は加曾利E系

列の土器て‘‘ある。 4~13は日縁部破片てある。 4、 5は日唇部が肥厚し隆線による日縁部紋様が描

かれる。 7~10は平縁破片て‘‘口縁部の紋様は確かてない。 6~12は波状日縁破片てある。 6は渦紋

と楕円紋を重ねて紋様の中心としている。日縁部内側が「く」字状に突出する断面形状を持つ。14~16

は口縁部文様帯と胴部文様帯の境て‘‘隆帯て‘区画し、胴部に幅広の磨消懸垂紋が垂下する。 19~25は

胴部破片て磨消懸垂紋がみられる。 26、27、29は同一個体て‘‘ある。口縁部Fて‘‘「<」字状に屈曲す
る浅鉢てあろう。日縁部を無紋として、頸部以下に磨消縄紋による円形。楕円形の紋様が描かれる。

28、30は磨り消しによる弧線紋が描かれる。

31~39は口縁部文様帯を壊失した深鉢て‘‘、 31から33は口綜部に複列剌突列が配される。 31は大波

状口縁て‘直線的な剌突列て＂ある。 34、35は内彎する日縁部を持ち直―ドから縄紋が配される。 34は磨

消懸垂紋が看取される。また日縁端部が「＜」字状に屈曲し内面が僅かに突出する。 37、38は撚り

糸紋を地紋とする磨消弧線紋が描かれる。連弧紋系列に属する。 36は胴部屈曲部破片て‘複列の剌突

列て｀区画される。以Fに靡消縄紋のモチーフが揺かれる。 40は降線による胴部渦巻紋系列の土器て‘‘
ある。 41~49は現状て‘‘無紋の日縁部破片てある。 41~44は内轡する。 50から55は集合沈線紋を地紋

とする胴部破片てある。 55は磨消弧線紋が描かれる。

56は無紋深鉢て‘‘l]縁部は内彎し、小瘤が付く。 57は連「ハ」紋が描かれる曾利系列。 58は狭い帯

縄紋による渦紋が描かれる。第IV期以降てあるが見当がつかない。第31図61~66は石器てある。 61、

62は緑泥片岩特有に割れた凹石て片面だけにある。 63は上下両端・両面に剥離が加えられた剥片石

器て‘‘ある。両極打法によって楔形をしている。 64は石鏃て‘‘ある。はぱ三角形をしており基部は軽い

挟りが入る。 65は麿製石斧転用スクレイパーてある。靡製石斧としては刃部だけが残っている。人

―-34 ~ 
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念な磨きて刃部が形成されている。刃部と反対側に小剥離を加えてスクレイパー・エッジを形成し

ている。 66が磨石・敲石てある。磨きを加えておむすび状の形にしている。上下両端部に敲打痕が

ある。上半部が剥落している。

第3号住居跡（第21図4~6、第22図1、第32図～第34図）

第21図4、5は同一個体と思われる。日縁部は僅かに内彎して胴部中央て緩く括れる深鉢てあろ

う。横走沈線によって日縁無紋部を区画し、以下に磨消縄紋による曲線的なモチーフが描かれるも

のと思われる。紋様は括れ部付近て上下に分かれるらしい。 4からは楕円状の紋様が描かれるらし

い。縄紋はLR充填縄紋てある。第21図6は日縁部が内彎し、胴部中央て‘緩く括れ小さな底部に移

行する平縁深鉢てある。幅広の沈線によって日縁無紋部を区画し以下に縄紋を施紋する。縄紋はR
Lて沈線下ては横回転て‘‘ある。第22図1は壺形の器形をもつものと思われる。頸部に隆起線を配し
て、以上を無紋部とし以下の胴部には縦位の集合沈線紋が施紋されるものと思われる。

5から12は加曾利E系列の土器てある。 5~ 8は日縁部破片てある。 5は扁平な隆帯間に縦「S」
字状の紋様、「の」字状の磨消縄紋、楕円紋を組み合わせて口縁部紋様を形成する。 6は扁平な隆線

によって楕円紋が口縁部に描かれるものと思われる。 9~12は胴部紋様て‘磨消懸垂紋が描かれる。

13~22は波状沈線区画紋系列の土器てある。 13~17は口縁部破片て横走沈線紋て‘狭小な口縁無紋部
を区画し、以下に磨消波状紋・楕円紋が描かれるものと思われる。沈線紋下て縄紋が横回転される

ことが多い。 18~22は胴部破片て‘磨消波状紋と楕円紋が描かれる。 23は壺て‘‘おそらく両耳壺て‘あろ

う。頸部の紋様におそらく過紋はなく「メガネ」状の隆線紋が配されるものと思われる。 24~26は

胴部渦巻紋系列の胴部破片てある。隆線に沿ったナソ＇リが明瞭てある。 27~30は現状て無紋の破片

てある。 27はわずかに内彎する浅鉢、 28、29は外反する。 31は波状口縁。 32は刺突列て口縁無紋部
を区画する。 33は胴部て‘緩い「く」字状に屈曲する曾利系列の器形て‘屈曲部に単列の刺突が配され

る。 34は縄紋を地紋として 2本沈線による弧線紋が描かれる。 35~40、42、43は胴部破片て‘集合沈

線紋が施紋されている。 45から51は混入て第VI群～第VII群土器てある。石器は出土しなかった。

第4号住居跡（第22図2~5、第23図、第35図）

第22図2は口縁部がきつく内彎し胴部て‘括れる波状日縁深鉢てある。幅広の沈線て‘日縁無紋部を

区画し以下に縄紋を施紋する。沈線直下は横回転て‘ある。第22図3、第23図は大形の深鉢て‘口縁部

は緩く内彎し括れも僅かて‘堕れた印象の器形て＂ある。口縁部に単列の刺突列がある。この刺突は先

端の丸いエ具を直角に突いている。紋様は口縁部から「n」状の紋様を 3本の沈線て‘‘描いている。
展開図左側て‘‘は 3本の沈線間を磨消し内外に縄紋を充填しているが右側に移行しるに従って「n」
紋の外側に縄紋が施紋され内側には施紋されない。単位数は 6単位と推定され、現状て，，J頁部に弧線

状のアクセントがある部分が一箇所ある。また第23図の展開図て解るように中央付近て‘縄紋が集合

沈線紋に変化している。第22図4は項部の丸い波状口縁深鉢て日縁部がかなりきつく内彎する。胴

部中央以下を欠くが、括れる器形てあろう。波状口縁に沿った沈線紋て‘口縁無紋部を区画し、以下

に曲線的な磨消縄紋のモチーフを配している。全体は不明て‘あるが、項部下に逆「C」字状の紋様、

--38 --



¥
¥
I
,
1
'
/
'ー
／

I

I

I

5

4
 

ー

ー

／

！ー

忍
殿
/
]
 

I
|—
ー
，
1ー
＼
＼
＼
ー
／
口
＼
＼
＼

ー
／
ー
！
！
ー
叩

n
)

—

1

/

s

-

t
 

ー
＼

4
~
/

＜
竺

s3
 

ー

i
 

,' 

＼
 

＼
 

6sJ12 

0 10cm 

'-- ] 

第24図 遥構出上土器実測図 (4)

- 39 --

SJ12 



I’ 

1sJ12埋甕

四 lゞ I I ¥ I I I 2SJ12 

炉

~-_/ 
O 10cm 
L --’’  

第25図遺構出土土器実測図（5)

- 40 -



贔
ぎ

5i E
o
l
 

-11 _ 



2SK31 

1 SK13 

3
 
x
 
s
 

4
 

．
 

ー

，
 

，
 
“
 

9

,

.

9

,

9

,

.

,

 

',','~ 

＇ 
,' 

9
,
.
 

5sx3 

0 10cm 
1 9 9 

第27図 遺構出土土器実測図(7)

-42-



/:  4 2 3 5 9 8/ 2 

¥....  

1・．．．
¥.  l・ •.•.• 1〈..
I....  •. 
¥_...  6 、ヽ．
¥.  •... 
‘¥、 . •. ・・．

C
L
 

‘,,9ー
ー

ー

ー

1

,

1

ー

ー

l

l

.

k

¥

;

i

.

5
↑
 

•8.

i\.g. ま
寸

•
9
(

.

.
 

1: 

0

(

6

 

LC 
9
 

e
 
ー
）．
 

ぶぺた、

鵞`l/
＇ ゞ／且匹鮒rぶ•←·9 / / 

ロ誓璽ww瓦雲ロt~``
：：二疇麟ぎ」{_1WI

0 10cm 
13 

第28図 第1号住居跡出土遺物

- 43 -



6
.
 

.

]

/

 

0
1
2
8
.
¥ j

6

/

4

9

/

 

3

3

4

5

[

3

4

2

泣

7

1

5

7

/

ー

．

47

：
]
¥

．
．
．
 

．
．
 

ー

.

.

.

.
5
3
 
.
 

.
 

5

.

.

.

 7.... 

.

.

.

.

.

1

8

`

1

5

 

．．
 

．． 

5

]

.

.

.

.

.

.

.

 
.
 

.

.

.

 

1
 

i
 

.

.
 
2

.

5

.

 

．． 

＼
／
・
＼

.
3
 
2
 
ヽ

｀`` ‘ヽ・ヽ--
1.o)ニ

\̀,'~ 

I 

¥ / 
¥-/  9 1 

'~\ 

＼
 

＼
 

＼
＼
 

：
ロ
ロ
ロ
ロ
]

r

6

4
,
 

3
 

ペu 

。

□日
“
,

四

i

早

[

｛

ー

『

子
｛
．
＿
ご

匂

．

＂

『

ロ

12

]

A

]

v

r

,

-

¥
/
/
8
j

]

『

い

ロ
ご
言
三
：
も
て

}
]
濾
）
＼
¢
ー
＼
り

~
 

ロロ
[

7

{

1

雪
：
．
u □3 

ぷ己

f

‘
r

t茫

羹

戸
i
釘
薗
／

』

聾

ぷ

）

゜
10cm 

第29図 第2号住居跡出上遺物（ 1)

- 44 -



三］：三三三三
/ r五・｀‘心＇ 9 ．i,r • 

ゃ心、文・`；賢・:
さ，心文：！＼rよ、か応
芯笠浅閂芦＇じ
やゞぶ］‘r¥、:i<,

、・,がど 18 ·.,•よ．ク・・ヘ:-•··なむこら～□ ‘す｀i］虹」，
19 

i言い］月冑：□l員
→一言疇□9

~-'-- —•“”,•~', 畠瓢虜
ょ:::
ぶうち迅
｀？芦’',\‘ゞ心•,::,_.;心；•,-さ

—. 26 ： 翠忍：），`；9 日，＇乞三□

口3
6

亨
[

a
L

王
0胄
立

fr9
喜
↑
｀
塁
喜

腎`：・
言
i
,
‘

心
．
．
・
．
｝

冨
fロ

3
5

雰

菟

，

曇

□[b
 

□34
會

彎

い

’

ぐ

忍

品

登
d

?

o

3

8

ロ

』

[

言

言
｛
言

9

0

3

7
 

□32 喜1ご
多
履

｀

冒`
□□

｀
3
1
 

:

9

□『`
I

}

`

ぷ{
,

9

、P
・
1
,
}

巧
）
，

ぇ

ど

□三
＼

y

諺
」
こ

奢
〗

ロロ
40

象

．
下
庄
~
貶9.

q
q
 

欝

皇

-
.
~
•
i

9
.
い
]
1

へ
•
`
’

[;9”,9~ 

彦

↑
"9い
、

ロ、．＂＇
コ
『
＇
刃
＇

図
g
-
"
i
.
,
•
こ
＇
．
＂

f
i
．
苫
，
文
・
・
｛
f
．
r

-

9

.

．．
 

；＂ ．．． 
＂＂詞g

困
芸
＿
＿
i

-
•
9

袋＇．↓．,

裟
｛
．
．
『
．
．
 

44 

口45

ロ41
・
ソ

ロロロロ
[
4
6

＿

溢

41

ロ
47

/
¥
|
l
」

t
43 

10cm 

第30図 第2号住居跡出土遺物 (2)

- 45-



5
 

こ
心
t
l
"
#
4や

n'虔

d
4i
'
ぃ
'
’
ぃ
へ
i
.

奮
闊
噸
侶

埼
ぃ
喩
畿
賀
＇

i
i
式
心
屯
じ
惑
w‘

証
拙
ぶ
ぎ
／
i
i
4

；
忍
愚

．伽や心`
＇

i
"",T̀
‘. ］

50 

：
 
こ

＼仁---/

ロ：ロ

三／
ぐロニロニ］

l
¥
¥
_
し
ー
f
ノ
パ

¥

-

,

2

 
/
/
]
6
 

二
：6

4
〖

I□
ロ□。

第31図 第2号住居跡出土遺物 (3)

--46 --

10cm 



波底部に磨消縄紋による「H」状の紋様が解る範囲て‘‘みられた。第22図6は浅鉢または両耳壺てあ

る。「く」字状に屈曲する無紋の日縁部を持ち、頸部に渦紋を中心とした隆起帯て‘‘描く紋様が配置さ

れる。渦紋間は縄紋が充填される。縄紋はRLて回転方向がかなり変えられている。第35図4は波

状ll縁て‘、日縁下に一条の沈線紋を配し、以下に楕円形状の紋様が描かれるものと思われる。 5、6

は集合沈線が施紋される。 6は口縁直下から施紋される本遺跡て‘‘は特異なもの。 6は隆起線紋が認

められる。 7~ 9は胴部破片て‘‘磨消懸垂紋がある。 10は隆起線内に縄紋が充填される。以上が大局

として第IV群てあろう。

第22図5は混入した堀之内式の注口土器て‘ある。注日部は欠けていて、上部には貫通する釣手状

の把手を付けている。下半部て‘‘膨らむ。注口部を中心として細い磨消縄紋帯間に細い沈線を集合さ

せる。第VII群に属する。

第35図13、14は石器て‘‘ある。 13は分銅形の打製石斧て‘‘半分が欠落する。裏面に自然面を残す。円

形に付けられる刃部は鈍角て‘あるが入念てある。 14は半欠する敲石て‘‘端部に敲打痕が認められた。

第 5号住居跡（第22図7、第36図）

第22図6はキャリパー形の小形深鉢の胴部てある。輻の狭い磨消懸垂紋が配される。第III群土器

てある。第36図2~ 5は口縁部破片て‘‘ある。 2は浅い沈線紋によってモチーフが描かれるが子細不

明。 2は日唇部直―ドから縄紋が施紋されるタイプの波状沈線区画紋系列の土器て‘、ある。 5は内彎す

る口縁部を持ち、日縁無紋部下に複列刺突紋を配し集合沈線紋が描かれるものと思われる。 6~10 

まては胴部破片て‘‘輻広の磨消懸垂紋が配される。 12~15は胴部破片て‘集合沈線紋が描かれる。 12は

口縁無紋部を区画する横位沈線紋が窺える。 16、17は胴部に隆線による紋様を描くものて‘‘第IV群d

の胴部渦巻紋系列の土器て‘ある。破片は大部分が第IV群て‘‘ある。

第7号住居跡（第37図）

1は日縁部が内彎し沈線紋によって口縁無紋部を区画する。以下に磨消懸垂紋が施紋される。 2

は幅広の磨消懸垂紋。 3 は縄紋を地紋とした弧線紋が描かれるこれらの破片は、第Ill群•第IV群土

器に相当する。

第 8号住居跡（第37図）

1、 2は輻広の磨消懸垂紋。 3は集合沈線紋。 4は曲線的モチーフてある。細片ばかりて子細は

不明てある。

第 9号住居跡（第38図）

1 ~14まて‘‘が第VI群上器て‘、本住居跡の時期内に納まる土器てある。 1は口縁部に無紋部を持ち日

唇部が「く」字状に内彎する。 2、 3は日唇が外側に削ぎ落とされ以下に縄紋が施紋される。 4は

- 47 -
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波状口縁て‘一対の盲孔が配される。 9、10は胴部破片て｀細い磨消縄紋幣が配される。 5、14は無紋

日縁部。 15~18は混入した加甘利E式土器て‘‘第III群から第IV群に該当する。

第10号住居跡（第24図 1、2、第39図）

第24図1は平縁深鉢て｀口縁直下に一条の沈線紋を配し以下に LRの縄紋が施紋される。第24図2

は胴部上半て緩く括れる波状口縁深鉢てある。日縁―ドに一条の沈線紋を配し以下に縄紋が施紋され

る。波項部の両端に盲孔を持った「C」字状の 2本沈線紋が描かれる。

1 ~ 4は直線的に外反する深鉢て‘、 1 ~ 3は日縁直下に沈線紋を配し以ドに縄紋を地紋とした沈

線紋が描かれる。 4は複数の盲孔を起点とした沈線紋て‘‘ある。 5は口端部が「く」字状に内傾する

深鉢て無紋部を区画する沈線紋以下は楕円状の沈線紋等が描かれるものと思われる。 8~14は縄紋

を地紋としてある程度多条化した沈線紋が描かれる。全体的に第VI群士器てある。

18は分銅形打製石斧の完形品て‘ある。表裏ともに自然面を残す。着丙部には密な剥離、刃部は 2

~ 3の大きな剥離て‘‘形成される上手な作りてある。

第11号住居跡（第24図3、4、第40図3~18) 

第24図3、4は底部から日縁部まて直線的に外反する深鉢て‘ある。僅かにとがり気味の口唇部を

持ち横回転の縄紋が施紋される。縄紋以外に紋様はない。

3、 4は日縁部に太い沈線を加えることて‘‘端部を「＜」字状にしている。 3は沈線紋が施紋され

る。 6は外反する口縁部を持ち、現状ては縄紋だけが施紋される。 5、7、8、10は各種無紋日縁

部破片てある。 7は日縁部下に浅い凹線紋が加えられる。 11~16まては縄紋を地紋として多条化し

た沈線紋が施紋される。 16は櫛描き状の沈線紋てある。全体的に第VI群上器てある。

18は短冊形の打製石斧て‘‘ある。裏面からの打撃て‘‘半分以下刃部まて‘‘欠けている。裏面に自然面を

残す。

第12号住居跡（第24図5、 6、第25図、第26図、第41図～第44図）

第24図5は、キャリパー形の深鉢の胴部てある。 RL縦回転の縄紋を地紋として 3本沈線の懸乖紋

が垂下している。第24図6はキャリパー形の深鉢て丁l縁部文様帯と胴部文様幣に分離する。頸部無

紋帯はない。胴部上半て‘‘緩く括れる。日縁部は隆帯による渦紋を連結している。図右側の隆帯上に

は沈線が加えられ、アクセントとなっている。胴部は縄紋を地紋として 3本沈線による懸垂紋が垂

下している。縄紋は日縁部から縦回転の LRてある。第25図 1•第26図は埋甕て‘‘ある。胴部ド半部が

切りとられたように欠失する。日縁部は緩やかに内彎し、胴部上半て‘緩く括れるキャリパー形の士

器て‘‘ある。渦紋を 7個突出させた庫めの降帯て‘‘口縁部文様帯と胴部文様帯を区匝する。口縁部には

横位の沈線紋を 4条から 5条前後施紋する。胴部は隆帯に沿って沈線による渦紋が 7ケ所突出部の

下にある。半載竹管による縦位の集合沈線紋を地紋として隆幣による懸乖紋が 6本垂下する。 4本

が渦紋と対応するが2本は対応しない。蛇行紋と途中に剣先を表現するものの 2種類が交互に配さ

れる。現場てのチェックと展開図に特別の意味はなかった。
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第37図 第7号・ 8号住居跡出土遺物

第25図2は炉体土器てある。屈曲部から日縁部まてを欠いている。器形は日縁部を無紋として胴

部上半て屈曲し、丸みをおびながら底部に移行する。極めて小さい台が付く典型的な曾利系列の土

器てある。屈曲部の隆帯に連続剌突を加えた「メガネ」状の紋様を配し、瘤を附加する。半裁竹管

による集合沈線紋を地紋として、半裁竹管剌突を密に施した 2本の隆帯と蛇行隆帯紋を交互に垂下

させている。台部は剥落が激しく粘土を絞めたと思われる櫛描き状の調整痕が露出している。第25

図3は連弧紋系列の土器てある。日縁部は内彎し胴部中央付近て‘すぼまる。口縁部文様帯はなく、

胴部が3本の沈線紋て区画されて上下に分帯される。口縁部には 2本沈線上に円形刺突を連続して
加える。上位の文様帯には 3本沈線による連弧紋が描かれる。沈線上または周囲がなぞられて磨消

縄紋風になる。下位の文様帯には連弧紋とその下に密接して「n」状の磨消撚り糸紋が配される。
第25図4は口縁下て屈曲する浅鉢てある。口唇部、胴部中央に赤彩痕が残っている。 7~21は加曾

利E系列の深鉢てある。 7~13は口縁部破片てある。モチーフは判らないが隆帯て描かれるものと

思われる。 15は隆帯による渦紋が見られる。 16、17、18は口縁部と胴部との境て‘‘頸部無紋帯が配さ

れる。 20、21は縦位の集合沈線紋を地紋として隆帯紋が施紋される。 22~28は浅鉢て‘ある。 22は内

面に段があり、浅い沈線が2本施紋される。 29~36は現状て無紋の日縁部破片て‘ある。 29~34は内

彎する。浅鉢か。

37~45は集合沈線紋を地紋として隆帯紋、沈線紋が描かれる曾利系の土器てある。 40は口縁部直

下に 1列の刺突列が施紋されている。 38は「U」字状の集合沈線紋が窺える。 42は括れ部の剌突が

加わる隆帯紋てある。 46~53は連弧紋系列、あるいはその変容した土器てある。 50を除いて細い集

合沈線紋を地紋として連弧紋．懸垂紋が描かれる。 51は日縁部直下に交互剌突による横S字状紋が
配される。 54、56~58は胴部破片て集合沈線紋が描かれる。 58は半裁竹管紋による縦位波状紋てあ

る。 55、59は連「ハ」紋て曾利系列。 60~67は、磨消懸垂紋が配される胴部破片てある。 60~62は

縦位の羽状縄紋が施紋されている。 62は磨消縄紋により曲線的なモチーフてある。 66は羽状撚り糸

紋てある。

68~72、78、79は口縁部直下に一条または二条の剌突列を施紋するものてある。以下には磨消縄

紋によるモチーフが描かれるものと思われる。 68、70は内彎する日縁部を持つ。 78、79は先端部が

閉じられる磨消懸垂紋が垂下している。 73~77、80は日縁部直下に 2~ 3条の沈線紋が配され以下
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に磨消縄紋による紋様が描かれる。

87、88は石鏃未製品てある。索材剥片に基部となる袂りを入れている。 87は成形のための剥離を

加えられている。 89、90、92は打製石斧て‘‘分銅形になりかけてある。 89は上半部が欠ける。 90は右
側面から裏面にかけて敲打痕が認められる。分厚く刃部と上端部が欠ける。 92は上半部が欠けてい

る。 93、94は楕円形をした敲石・凹石てある。 93は表裏両面の中央部に凹部があり周囲に敲打痕が

ある。上半部が欠けている。 94は上端部に敲打痕がある。 91は研磨によって四角に仕上げられてい

る。石棒てあろうか。
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5. 土横・焼土土墟出土土器

第10号土壊（第45図1~6)

1、2は無紋の日縁部て直線的に外反する。 3、4は麿消懸垂紋てある。 5は集合沈線紋て‘縦位

の波状てある。第IV群土器の特徴を持つ。

第13号土壊（第27図1、第45図2~10)

第27図］は、 日縁部が内彎し胴部中央て‘緩く括れ、径を減じて底部に移行する深鉢形土器て‘‘あろ

う。口縁部文様儒はなく「n」字状の磨消縄紋傑が日縁部から底部まて描かれる。縄紋は RLて日縁
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部ドて横阿転される。第IV群に属する。第45図2~ 6は磨消懸垂紋を持つ胴部破片てある。おそら

く第IV群 aてあろう。 7、8は集合沈線紋を持つ胴部破片て第IV群e1てある。 9、10は混入した

第Vil群aてある。第IV群に属する。

第29号土堀（第46図1~5)

］は微降僻て‘、II縁無紋部を区画し以下に集合沈線紋が描かれる。第V群に属する。 2、 3は無紋

口縁部。 4、5は縄紋を地紋として沈線紋が描かれる。おそらく第VI群。

第30号土壊（第46図1~7)

1は日縁部に沈線と盲孔を持つ第VI群。 2は内碕する口縁部を持ち、沈線紋により口縁無紋部を

区画する。 3は無紋日縁部。全体として第VI群に属する。

第31号土城（第27図2。、第46図）

第27図2は胴部上半て｀緩く括れ、日縁部て‘外反する深鉢て‘ある。日唇部下に一条の沈線紋を配す

る他は、無紋てある。日縁部裏面に僅かに稜がある。第VI群に属する。

第 1号焼土土壊（第27図3、第47図2)

第27図3は、口縁部が内胄し胴部中央からやや―ドがった所て緩く屈曲して底部に移行ずる深鉢形

上器て‘ある。口縁部ドの無紋部は僅かに肥厚する。口縁部文様帯はなく、日縁部下から底部にかけ

て「fl」状のモチーフが描かれ上半部だけが二重の沈線になっていて磨消縄紋帯となる。縄紋は

LR、日縁無紋部下て横位に施紋されている。第IV群に属する。第47図2は円形の窓の開いた器台て‘‘

ある。

第 3号焼土土堀（第27図4、5、第47図3~17) 

第27図4はキャリパー状の器形を持つ深鉢て‘‘口縁部文様帯と胴部文様帯に分かれ、頸部無紋帯を

持たない。日縁部は隆幣による渦紋を連結する構成をとるものと思われる。胴部は狭い磨消懸垂紋

を密に配している。地紋縄紋は RL縦回転て‘ある。第27図5も同様の深鉢て‘口縁の傾きは緩やかとな

り日縁部は渦紋を連結した紋様構成をとるものと思われる。胴部は 4よりやや広めの磨消懸垂紋が

垂下する。地紋縄紋は LRて‘‘ある。第47図3、7、12は第27図4と同一個体て｀ある。第47図4~ 6は

口縁部破片て‘‘6は降幣による渦紋が配置される。 8 ~10は磨消懸垂紋、 13は連弧紋系列の上器、 14、

15は地紋に集合沈線紋を持つ曾利系列の土器て‘ある。全体的に第III群に属する。
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6.グリッド出土土器

グリッドから出上した土器は、大部分が縄紋時代中期後半の加曾利E式から後期前半堀之内式に

含まれるものてあった。

原山坊ノ在家遺跡出土土器の分類にあたって特に加曾利E式については、当事業団研究紀変

1982 「縄文中期土器群の再編」 ての第XI期、 XII期、 Xlll期を基準にして考えた。以下に分類の大

別を記し、その後個々の土器について述べていく。

第I群土器……………第XI期以前の土器群を一括する。

第 II群土器·…………•第XI 期の土器を基準とする。第12号住居跡がこの段階てある。

第III群土器……………第XII期の土器群を基準とする。第5号住居跡がこの段階て‘あるが、土器は

少ない。

第IV群土器……………第XIII期の土器を基準とする。第 2号住居跡・第 3号住居跡・第 4号住居跡

が主体となる住居跡て‘ある。第 6号住居跡・第 7号住居跡・第 8号住居跡

が遺物が少ないがこの段階て‘あろう。

第V群土器…………•第XIII群土器以降堀之内 1 式まての間の土器群を一括する。住居跡はなかっ

た。出上土器も少ない。

第VI群土器…………••堀之内 1 式を基準とする。第 9 号住居跡•第10号住居跡・第11号住居跡が

この段階て‘ある。

第VII群土器……………堀之内 2式を基準とする。遺構はなく遺物も少ない。

第 I群土器（第49図1~8)

1、2は、同一個体と思われる。横位の羽状縄紋が施紋される。横「S」字状の結束て‘ある。下

小野式と思われる。 3、4は地紋に撚り糸紋を持ち隆帯紋が付けられる。隆帯に沈線によるナソ汀）

が行われている。加曾利EI式前半と思われる。 6は、キャリパー形の深鉢て‘頸部無紋帯を持って

いる。隆帯による渦巻紋が見られる。 7は胴部破片て2本一組の隆帯による懸垂紋が貼り付けられ

ている。 6、7共に加曾利EI式後半と思われる。 5は横位の半裁竹管紋内に斜行の半裁竹管紋を

配する。時期は明かてない。

第II群土器（第50図15、17、19)

第12号住居跡以外には、グリッドからほとんど出土しなかった。 17は縄紋を地紋として渦巻状の

沈線紋が描かれる。 19は日縁部紋様と胴部紋様の接点て頸部無紋帯はなく縄紋を地紋とした懸垂紋

が3本垂下する。

第 III群土器（第48図 2~ 3、第49図 9~20、第50図16、18、20~25、第51図 1~ 6、11、12、

13~20、第52図1~ 9、第53図17~25、第54図22~27)
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a. （第48図2、3、第49図9~20、第50図16、18、20~25、第54図22~27) 加曾利E系列に属

する土器群てある。日縁部文様帯と胴部文様帯に分帯されるキャリパー形の深鉢形土器てある。第

48図2は日縁部から胴部にかけて緩やかに径を減ずる。口縁部紋様は簡略化された渦紋が連結され

る。胴部は輻の狭い磨消縄紋帯が垂下する。縄紋は口縁部から胴部まて‘縦回転の RLてある。第48図

は胴部破片て‘磨消縄紋帯が垂下する。径は小さく、おそらく日縁部への立上りは急てあろう。第49

図9から20は日縁部破片て｀ある。 13から20は隆帯て‘‘渦紋が描かれるものてあろう。隆帯に沿って沈

線によるナゾリがある。縄紋は LRて‘‘19以外は縦回転てある。 9から12は隆帯に沿ったナソ‘リと言う

より幅広の沈線て‘‘紋様が描かれるものて日縁部の傾斜は緩やかてある。縄紋は斜行回転てある。第

50図16、18、20から25、第51図1~ 6、11、12、13~20は胴部破片てある。磨消縄紋による懸垂紋

が施紋されている。第51図1は3本沈線間を磨消するものて、第II群土器の胴部に 3本沈線を施す

ものに系統をたどれる。

第54図22から27は無紋浅鉢てある。 22から25は日縁部が肥厚し、日唇部がフラットに近くなる。

26、27は日縁部内側に段を持つ。

b. （第51図13~20、第52図1~ 9) 曾利系列に属する土器群てある。 18を除いて胴部て‘‘屈曲

し、朝頻形に口縁部が開く器形て‘｀ある。 13、14は口縁部内側に粘土帯を受け日状に貼り付けている。

集合沈線を斜行に描き地紋としている。 15~17は口縁部内側に粘土帯がないものて15、16は僅かに

段をもっている。 18は前者と晃なり口縁部が彎曲して立上る。 19、20、第52図 l~ 7は屈曲部以下

の胴部破片て集合沈線を地紋として 7は蛇行隆帯、 1、 2は交互剌突、 3は剌突が加えられた隆帯

が垂―ドする。 8は縦位の連「ハ」状沈線紋が描かれる。キャリパー形の深鉢と思われる。

C． （第53図17~25) 連弧紋系列に属する土器群て‘‘ある。日縁部文様帯を持たない。 17から19は

口縁部破片てある。撚り糸紋を地紋として 2本から 3本の横走沈線紋が描かれている。 20、21は頸

部または胴部て‘‘撚り糸紋を地紋として 2本一組の波状沈線紋が描かれる。 22から25は縄紋を地紋と

して波状沈線紋が描かれる。多くは磨消縄紋てある。

第IV群土器（48図1、4 ~ 7、第49図21~31、第50図1~10、第51図8~10、第52図10~29、第53

図1~16、26、27、28~36、第54図1~21、28、29、第55図1~15) 

a. （第49図21~29、第50図l~10、第51図8~10) 加曾利E系列に属する土器群て‘ある。第49

図21~29、第50図 1~10は日縁部破片てある。第III群加曾利E系列と分別し難いが、口縁部の内彎

が比較的緩やかとなり、渦紋が「の」字状となり、隆帯と共に沈線紋による紋様が多くなるなどの

特徴を持つ。第49図21~31、第50図1~10は口縁部破片て‘‘、第50図2、6などにその特徴が表れて

いる。第51図8~10は胴部破片て‘磨消懸垂紋の聞隔が狭い。

b. （第52図10~17) 曾利系列に属する土器群てある。第III群bに比するとかなり苦しいが、縄

紋の変わりに集合沈線紋を充埴するものとして分類した。
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C. （第53図 1~16、26、27) 波状沈線紋系列に属する土器群てある。第III群 C 連弧紋系列に

続くものて‘ヽ、口縁部文様帯を持たない。 1 ~ 4、7は日唇直ドに刺突紋・交九剌突紋を配する。以

下に磨消縄紋による波状沈線紋が描かれるものと思われる。 5、6、8 ~11、16は一条の沈線紋に

よって無紋部を区画するかそれがないもの。 8は「S」字状の沈線紋が加えられる。 16は振幅の狭

い磨消波状紋が明瞭に認められる。 12~15は胴部破片てある。 12、13は胴部屈聞部に 2段の刺突紋

があり分幣される。 26、27、は頸部の紋様と思われ、磨消波状紋と貰入する磨消楕円紋がうかがえ

る。

d. （第52図21~29) 胴部渦巻紋系列に属する土器群て‘‘ある。 b、 C系列と同様に日縁部文様帯

を持たない。胴部て‘‘緩く屈曲し、緩く内轡する口縁部を持つ深鉢形と思われる。 21、22は日縁部。

隆線て‘薄い口縁無紋部を区画し、以下に 1本隆線による渦巻紋が描かれる。 25は頸部に渦巻紋が配

され、以下に磨消懸乖紋が垂下する。 27~29は2本一組の降線て‘‘渦巻紋が猫かれる。

e. （第48図4、7、第53図28~32、第54図1~21) a~ d系列に対して、変化の乏しいものを

集めた。縄紋系と集合沈線紋系に分かれる。口縁部が内彎し、直線的に底部に移行する器形をもつ

ものと思われる。 el—第53図は縄紋が施紋されるものて‘、 28 、 29は横走沈線紋によって日縁部に無紋

部が作られる。 28~31は最上段に横回転の縄紋を施紋し以下縦回転の縄紋としている。第48図4は

浅い沈線紋て‘‘日縁無紋部を区画し、直下に横回転の縄紋、以下に縦回転の縄紋を施紋している。ロ

縁部の内彎が激しく、無紋部もかなり長いのが特徴てある。第48図7は両耳壺て‘ある。隆帯て‘‘u縁
無紋部を区画し胴部上半に降帯に区画された紋様を持つ。耳部は中央が凹んて‘‘周囲に縄紋が施紋さ

れる。縄紋は RL てある。 e2—第54図 1 ~ 4は横走沈線紋によって日縁部無紋部を区画し以下に縦位

集合沈線紋を密に施紋している。 5~10は無紋部の区画に 2列の剌突列を使用している。 11、12は

無紋部の区画なしに集合沈線紋を施紋している。 13~21は胴部破片て縦位波状紋と縦位直線紋の別

がある。 e3-[]縁部破片て‘‘、現状て'‘無紋のものを集めた第54図28、29、第55図 1~ 6は内彎ずる日縁

部を持つ。第55図7~10は外反する口縁部を持つ。

f.（第48図 1、5、 6、第52図18~20、第53図33~36) 各系列及び他の地域との折衷が認めら

れる土器群てある。fl—第52図18~20は加曾利 E系列に連弧紋系列の撚り糸紋が地紋として施紋され

たもの。あるいは第III群かもしれない。第48図 lは口縁部直下て‘‘一端屈曲する深鉢て‘‘ある。日縁部

文様帯と胴部文様帯に分かれる。口縁部は隆帯て‘‘楕円形の紋様が配される。隆帯に沿って沈線紋に

よるナソ｀リが加えられる。胴部の紋様は狭い「n」字状の沈線紋が撚り糸紋を地紋として描かれる。
胴部の紋様の描き方は連弧紋の手法にのっとっている。f2—第53図33~36は波状沈線区両紋とは分別

されるt器群て‘、おそらくは大木9式の影響を受けたものてあろう。 33、34は楕円形の磨消縄紋が

密に描かれる。第48図5は、基本的には波状沈線区画紋て‘‘あるが下から突き上げる楕円紋があまり

貰入せず、 しかも横に連結してしまっている。胴部は磨消縄紋帯が「n」に配置されている。 6は
68 



波状口縁の浅鉢て‘、 2列の押し引き刺突列て‘、[1縁無紋部を区画し以下に磨消楕円紋を配置している。

縄紋は複節の RLて‘‘ある。

第V群土器（第50図11~14、第56図1~7)

a. （第50図11~14) 加曾利EIV式系の土器群て‘‘ある。 11、12は僅かに内彎する。徴隆起線て‘‘口

縁無紋部を区画し、幅広の磨消懸垂紋が配される。

b. （第56図 l~ 7) 後期加曾利EIV系列の土器は 1~ 2て‘‘口縁部を無紋偏平にして複列の刺突

列を加えるもの。 3 ~ 7は称名寺系列の土器て‘‘、 3、4は古い段階、 6、7は剌突を持つ新しい段

階て‘‘ある。

第VI群土器（第56図8~23、第56図24~34、第57図 1~4) 

a. （第56図8~23) 縄紋を地紋として沈線紋を描くもの。 8、9は波状口縁て‘、波項部に盲孔

が配される。 10は降線上にキザミが施される。 23は沈線紋が集合沈線状に変化する新しい段階のも

のてある。

b. （第56図24~34、第57図1~ 4) 現段階て‘縄紋だけが施紋されているもの。口縁部が外・

反する単純な深鉢てあろう。 24~30は日縁部に一条の沈線が入る。他は横回転の縄紋が施紋される。

第VII群土器（第57図5~27、30)

a. （第57図5~14) 10~14は、狭い磨消縄紋帯間に細い沈線紋を集合させるもの。 14は注日土

器て‘あろう。 5~ 9は判然としないが、本類とした。 5~ 7は口縁部裏面に沈線が一条巡っている。

b. （第57図15~27) 16~27は深鉢て‘スリットの入った徴隆起線て‘区画し、幅狭の縄紋帯て‘紋様

を表現するもの。 15、30はこの段階の沈線紋系の土器て‘‘ある。 30は櫛描き沈線紋が横位に配される。

第VIII群土器（第57図28、29)

28、29は、加曾利B1式に属する土器てある。

その他の土器（第55図16~20)

16、17は器台て‘‘円形の窓が開いている。 18~20は縦位の羽状縄紋をまとめた。第III群か第IV群に

属しよう。
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7.グリッド出土石器

剥片石器（第58図1~7)

石核（第58図1) 5 Bグリッドから出土した。図上面の平坦面をプラットホームにして剥片作

出が行われた。剥離の結果、断面形状が逆三角形になった。長さー2.1cmほどの小さなものて黒曜石

製てある。

石鏃（第58図2~6) 2はチャート製て‘基部がほぼ平坦てある。交互剥離て‘二等辺三角形に仕

上げている。 3は3Dグリッドから出土した。基部に挟りが入る。交互剥離て‘二等辺三角形に仕上

げている。黒曜石製。 4は7Cグリッドから出土した。断面が厚く形状を整えていないのて‘製品か
どうかは疑問てある。黒曜石製。 5は3Dグリッドから出土した。基部の袂りが深く入り、脚が長く

延びる。断面は菱形。黒曜石製。 6は石鏃の脚の部分てある。復元すれば基部に挟りが入るものて‘

あろう。黒曜石製。

スクレイパー（第58図7)

2Cグリッドから出土した。チャート製。分厚い剥片の側面から条ll離が入る。図の左側にスクレイ
パー・エッジが形成されている。裏面に大きな剥離を入れて、そこから単一方向の剥離て‘仕上げて

いる。上部と下部に自然面を残している。

打製石斧（第58図8~13)

8は完存品。 3Eグリッドから出土した。緑泥片岩製の長い斧てある。中央部側面に剥離を加え

て、短冊型と分銅型の中間に近い形状てある。表裏両面に自然面を残している。 9は7Dグリッドか
ら出土した。図上裏面からの打撃て‘半分を欠いている。形状は短冊型てあろう。硬質砂岩製。 10も

同様に図上表面からの打撃て半分以下を欠いている。右上も破損している。両側面の着丙部は摩耗

している。短冊型と分銅型の中間に近い形状てあろう。 11は裏面からの打撃によって半分以上を欠

いている。他に比較して薄手て形も丹精に整っている。砂岩製。 12は、 2Cグリッドから出土した。
表面からの打撃によって半分以下が欠けている。右肩部が欠けている。両側面の着丙部は、表裏両

面からの条Ij離によって挟りが入れられている。表面に自然面を残し擦痕があった。 13は4Cグリッ
ドから出土した。小形の完存品て‘ある。側辺部の着丙部は簡単に作出され、挟りが中央より上位に

ある。硬質砂岩製。

磨製石斧（第58図14~17、第59図1)

14は安山岩製。 2Cグリッドから出土した。小形の定角式て刃部が欠けている。全面が入念な磨き
によって形成されている。刃部は横方向の磨きてある。 15は3Eグリッドから出土した。小形の定角

式て基部が欠けている。全面が入念な磨きて作られているが表面には敲打成形痕が残っている。刃

部は横・斜方向に磨かれ使用痕が明瞭にみられ、刃こぼれがしている。 16は2Cグリッドから出土し
た。石斧の未製品。粗い磨きがあるが、剥離痕も残っている。刃部となるべき部分は未だに丸い。

17は、 6Dグリッドから出土した。定角式て半分以上が欠けている。端部に敲打痕が明瞭に残ってい

た。第59図1は、 2Eグリッドから出土した。上下両端が欠けている。推定復元すると大形の定角式

磨製石斧になるものと思われる。材質は硬質砂岩製。
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磨石・敲石（第59図2~6)

2は敲石て‘‘ある。上下両端部と側面部に敲打痕があった。裏面には、磨き痕があった。 3は上下

両端が欠けた凹石て‘‘ある。側面は定角に成形され、表裏両面の中央部が凹む。 4は破損品をさらに

敲石として利用している。側面、上下端部に敲打痕がある他、破損時の剥離面が丁寧に磨かれてい

る。 6は小形の定形的な敲石てある。方形に成形し、上下両端に敲打痕がある。側面稜線部にもあ

り、一部に靡き痕があった。

近世砥石（第59図7~11)

7、11は須恵質焼成物の破片を使用して砥石に転用している。 8は砂岩製て‘‘楕円形の砥石。 9、

10は鉢形・三角形状の砥石てある。これらの砥石は、近椛陶磁器破片などが出上しているのて同時

代のものてあろう。

表 1 石器一覧表

番号‘ 出t地点 器 種 設さcm 幅cm 厚さcm 重さ、g 石 斤Eヨ芹 | 備 考
31図61 SJ 2 No. 3 凹 石 12.2 8 5 2.1 243.1 緑泥片岩
62 SJ 2 No.91 凹 石 10 5 10 2 1. 7 (147 6) 緑泥片岩
63 SJ 2 No.159 楔型石器 7.2 4.5 2 0 (104. 8) 硬質砂岩
64 SJ 2 No.379 石 鏃 1. 9 1. 7 0.3 (0 7) 里4..、 曜 石
65 SJ 2 No.10 磨斧、車云月1スクレイパー 5 7 7 2 2.9 (80.4) 硬質砂岩
66 SJ 2 No.462 磨石＋敲石 9.4 4.6 4 8 (227.6) 安 111 岩

35図13 SJ 4 No.25 打製石斧 14.4 (4.8) 2.1 (162.0) 粘 板 右い』

14 SJ 4 No.64 敲 石 (6.2) (7. 7) 4 1 (213. 7) 硬質砂岩
39図18 SJlO No.40 打製石斧 12.5 8.3 2.4 (264.5) 硬質砂岩
40図18 SJll No.144 打製石斧 (8.4) 5 5 2.2 (146.1) 硬質砂岩
44図87 SJ12 フク土 石鏃未製品 2.3 1.9 0.3 (0.9) 黒 曜 石
88 SJ12 Pit5 石鏃未製品 2.8 1.8 0 5 (2.4) 目ヽ91 9 9 躍 石
89 SJ12 B区 打製石斧 (7 3) 5.0 1. 7 (67.4) 粘 板 岩
90 SJ12 No.17 打製石斧 (8. 7) 7.1 3 2 (219.5) 硬質砂岩
91 SJ12 -1舌 石 棒 (3. 7) 2.5 2.4 (37. 7) 安 11」 岩
92 SJ12 D区 打製石斧 (6.9) 5 4 2.1 (77.3) 砂 右口 9 

93 SJ12 No. 2 敲石＋凹石 (8.4) 6.6 3 2 (228.2) 安 I I_ 1 岩
94 SJ12 No. 3 敲 石 14.6 6.2 3.4 566.6 安 山 岩

58図 1 5B 石 核 2.5 2.1 1 5 (5 0) 黒 曜 石
2 4 C 石 鏃 1. 9 1.2 0 3 (0.6) チャー 卜
3 3D 石 鏃 1.8 1.5 0 3 (0 5) 黒 躍 石
4 7C 石 鏃 1.8 1.6 0 5 (0.8) 黒 曜 石
5 3D 石 鏃 1. 7 1.5 0.3 (0.4) 黒 曜 石
6 7C 石鏃・脚 (1.2) (0.8) (0 2) (0.2) 黒 躍 石
7 2 C スクレイパー 5.2 2.8 1 4 22.8 チャー 卜
8 3 E 打製石斧 15.0 (6.3) 2 5 (282.4) 緑泥片岩， 7D 打製石斧 (5.1) 3.4 2.0 (35.0) 硬質砂岩
10 2D 打製石斧 (7.1) 6.1 2 2 (108. 7) 硬質砂岩
11 2D 打製石斧 (7.0) 7.0 1 7 102.2 砂 岩
12 2 C 打製石斧 (11.1) 7 1 2.0 (186. 7) 砂） 右’'」

13 4 C 打製石斧 7.6 4.5 1 8 (74.9) 硬質砂岩
14 2 C 磨製石斧 (6.0) 3.2 1 5 (49.4) 安 ill 岩
15 3E 磨製石斧 (6.0) 2 8 1 4 (43. 7) 緑泥片 岩
16 2C 磨斧・未製品 (11.3) 5 4 2 8 (290.0) 硬質砂岩
17 6D 磨製石斧 (4.6) 4.3 2 6 78.2 硬質砂岩

59図 1 2 E 磨製石斧 (7.5) 6 0 3 8 255.0 硬質砂岩
2 4 C 敲 石 13 7.6 4 1 526.4 安 U I 右’’’ 
3 6D 暦石十凹石 (4.4) 5 9 3 0 (124 3) 危閃石安山岩
4 5 C 凹石十敲石 (11.1) (6 0) 3 4 246.6 安 山 右’’’ 
5 H li氏 石 11.9 8 7 2 3 (240.8) 砂） 岩
6 3D  敲石十磨石 6 0 4 3 3 2 137 0 硬質砂岩
7 H 砥 石 5.9 4.3 2 1 (48.8) 工L 転用
8 7D 砥： 石 7.9 4.2 1 7 86.3 砂 岩， SJ 3 No.48 石氏 石 9.7 3 0 3 1 (88. 1) 栢） 岩 I攪乱内
10 7D 祉氏 石 (7.4) (3.3) (3 3) (64 1) 安 山 岩
11 6D 石氏 石 り．1- li. 4•一 _l旦＿ (46.4) 須恵器破片転用
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第59図 グリッド出土石器（ 2)
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1. 原山坊ノ在家遺跡出土土器の復元

原山坊ノ在家遺跡からは、中期後半。加曾利E期の住居跡群と後期初頭・堀之内 1期の住居跡群

が発見された。ここては、住居跡から出土した上器を簡単にまとめて時間的位置付けと空間的位漑

付けを明確化したい。

第12号住居跡は、本遺跡第II群土器（事業団編年 第XI期）て‘‘加曾利EII式最初頭に位置付けるこ

とが出米る。第12号住居跡は加曾利E系列・連弧紋系列・曾利系列の 3つの系列から成っている。

加曾利E系列のキャリパー形深鉢は、頸部に無紋帯を持たずに文様幣を区画する隆帯―ドから縄紋が

施紋される。胴部は縄紋を地紋として 3本沈線紋による懸垂紋を垂―ドしている。ただし、住居跡覆

土からは狭小な磨消縄紋を持つ破片が出土している事も考應しておきたい。

曾利系列は炉埋設土器が特徴的て‘‘ある。胴部て‘屈曲する台付きの深鉢てある。この系列は加曾利

E系列の胴部紋様と関連して第25図 1の地紋となる。 連弧紋系列は 2b文様帯に部分的に磨消しの

入る懸垂紋が附加され加曾利E系列との関連が考えられる。問題の土器（第25図 1) は地紋に曾利

系列と関連する半載竹管紋による地紋が施紋される。隆帯による懸垂紋は、蛇行紋・剣先状の突起

が附加される懸垂紋の 2種類て‘ある。「フ」字

状の剣先紋は大木8b式にその系譜が求めら

れる。日縁部紋様は 4~ 5条の沈線紋を横走

させるものて‘ヽ、当地方ては極めて稀な存在て‘

ある。あえてその系譜を求めるとするならば、

群馬県の三原田遺跡の土器に連なる。しかし

ながら、「三原田式」とされる十器の時間的位

置は、中峠式などと関連する加曾利EI式最

初頭に置かれている。加曾利EII式初頭にお

かれる本遺跡例とはかなりのギャップが存在

することになる。また、紋様を区回する隆帯

下に施紋される胴部上半の渦巻紋についても

その系譜関係は明らかてない。この土器に凝

縮された加曾利E式・大木式・曾利式・「三原

田式」の交差する問題点はかなり大きく、今

後きちんと整理しなければならない。

0 10cm 
l --+------ 1 

第60図 撹乱出土土器実測図

第III群土器を出土した住居跡は、第 5号住

居跡、第3号焼士上横て‘‘ある。観察可能な土
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器は胴部に狭小な磨消縄紋を持つ加曾利EII式上器てある。事業団編年第XII期にあたる。加曾利E

系列・連弧紋系列。曾利系列の基本的に 3系列て‘‘構成される。土器は少なく、加曾利E系列の深鉢

3個体が復元されたにすぎない。事業団編年ては a、bと二分されたが、資料の増加と東部関東の

状況が明らかになるにつれて第XIIb期が第xm期と接続的になってきた。特に加曾利E系列の分別に

ついては、住居跡出土資料を基本として再構築が必要なのかもしれない。

第IV群土器は、第 1号住居跡、第 2号住居跡、第 3号住居跡、第 4号住居跡から出土している。

後述するようには加行利EIII式は縄紋時代中期終未に位置させるため、住居跡は後期最初頭には継

続しないことになる。また、住居跡の切り合い関係から最終末てある第 1丹住居跡、第 4号住居跡

ては、後期的形態て‘ある柄鏡形住居跡が登場していた事が理解て‘‘きる。

さて、本群を形成する土器群は加曾利E系列・曾利系列。波状沈線区画紋系列・胴部渦巻紋系列

を中心とする 4系列てあろう推定したが、今旧新たに、楕円沈線区画紋系列を追加したい。後期段

階まて‘‘継続し、空間的広がりも大木式土器圏に共通する。本遺跡て‘‘は、第 2号住居跡（第21図

1)、第 3号住居跡（第21図4)、第 4号住居跡（第22図 3)、第13号土堀（第27図 1)、第 1号焼土

土堀（第27図 3) などて‘‘器形・紋様が判断しうる土器が出土した。本遺跡て‘‘はこの 5つの系列が交

差したり、独自性を発揮したりして加曾利EIII式を構成している。

加曾利EIII式を形成する 5つの系列は、資料の増加てますます明確化してきた。特に、胴部渦巻

紋系列は住居跡出t査料が増加し、提灯木山遺跡・上手遺跡・山遺跡など複数の住居跡て出土する

遺跡もててきた。このような状況は、千葉・茨城方面との住居跡出土資料の直接対比を可能とする

だけてなく、東北南部まて住居跡連鎖は延びて、大木9式・ 10式との直接対比をも可能にした。こ

れは、楕円沈線区画紋系列も同様てある。本遺跡の第22図4、第48図5のような土器も大木9式・

10式との関連て‘‘始めて理解て‘きるようになったのて‘ある。加曾利EIII式て‘‘ある。吉井城山遺跡をイ

メージした加曾利EIII式と現状の大宮台地の加曾利EIII式の状況は格段の憾がある。

第V群土器は極端に少なく、遺構も全く出土していない。後期段階て‘‘ある。従って、今回調査区

に限定すれば中期終末て‘‘人々の営みが途絶えたことになり、再開されるのは堀之内 1期になってか

らてある。

近年の中津式・称名寺式の資料増加と研究の深化は加曾利EIV式を包括し始め、加曾利EIV式と

中津・称名寺式の伴出例も増加してきた。加曾利EIV式と後期段階の加曾利EIV式（続加曾利EIV

式）の境日が混沌としてきたのてある。中津・称名寺式と伴出しない土器が中期終末加曾利EIV式

とすると 5つあった加曾利EIII式の系列は加曾利EIV式て‘‘1つに消滅し、後期段階に復活すること

になる。加曾利EIV式人口減少論て｀ある。これが第一の問題点て‘｀ある。

第2の問題点は、東北地方と東関東地方の爆発的な住居跡出土資料の増加てある。大木10式と加

曾利EIV式が繋がらないのてある。大木10式の住居跡から称名寺式が伴出する事例も多くなった。

住居跡資料の増加は、時期区分としての加曾利EIV式を許さなくなったのてある。
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合理的な一番の解決策は、加曾利EIV式を後期段階に繰り入れる事てあると思う。加曾利EIII式

をもって中期は終幕となり、中津・称名寺式の成立て‘後期の開幕となる。加曾利EIV式は、従米後

期段階と言われてきた土器に中期末とされた土器（分別基準が全く不明てあるが）を合わせてすべ

て後期段階とする。後期初頭は中津式・称名寺式・加曾利EIV式の基本的3者て‘構成されるのてあ

る。そして加曾利EIV式は加曾利EIII式の 5つの系列を引き継＜‘のてある。従って、大木10式は後

期初頭に位置付けられる。これて概念としては、東北南部て出土する加曾利EIII式、加曾利EIV式、

称名寺式が理解てきるのてある。

以上、原山坊ノ在家遺跡出土土器を起点として中期終末から後期初頭における土期群理解のため

の大枠を述べた。こうした視点は、加曾利EIII式、大木9式、そして中津・称名寺式、加曾利EIV

式、大木10式をあらためて見直す必要を強いている。これらは、それぞれに関連し、連鎖しあって

それぞれの存在を確かなものにしているのてある。さらにこうした大別の中には、複数以上の系列

が存在する。加曾利EIII式ては 5つの基本系列を確認した。この 5つの系列がそれぞれに独自性を

発揮したり、連鎖しあって大宮台地に存在しているのてある。こうした人間関係にも似た複雑な関

係を整理する鍵は住居跡出土土器の一括性て‘あり、基本系列分別の保障も住居跡出土土器の一括性

てある。

＊．第60図に撹乱出土の土器を補足として掲載した。本遺跡出土かどうかの判断が難しいため不

掲載にしようと思ったが、各系列の折衷があまりに見事なため採用した。加曾利EIII式。基本的に

は日縁部文様帯と胴部文様帯に分帯される加曾利E系列てある。胴部には楕円沈線区画紋系列の磨

消楕円紋が描かれる。屈曲部に 2段の刺突列がある。これは、連弧紋系列や曾利系列に多用される

ものて‘ヽ 、加曾利EIII式には以外と見られる。この 2段の刺突列は日縁部に加えられることも多く、

加曾利EIV式に連続する。関沢類型と呼ばれる加曾利E系列に多く採用される。日縁部紋様は不明

てある。

2.大宮台地を中心とした加曾利EIII式土器について

前章て‘大枠を述べた。ここては加曾利EIII式について簡潔に記載する。多くは図版の説明に費や

されるが、考え方の一端を理解していただければと思う。

第61図は、加曾利EIII式・加曾利E系列を中心とした各系列のあり方と文様帯の関係を表した。

加曾利E系列は日縁部文様帯と胴部文様帯に分帯される唯一の系列てある。胴部の磨消懸垂紋が他

の系列の紋様と交換されることがしばしば起こる。波状沈線区画紋系列・楕円沈線区画紋系列・胴

部渦巻紋系列の 3系列の紋様がそのまま加曾利E系列の胴部紋様になっているのてある。 3つの系

列の文様が当時の人々に胴部紋様として認識されていたことの査証てある。従って、 2a文様帯、 2b

文様帯と分ける根拠てもある。この図によって 4つの系列の同時性が明らかとなろう。住居跡出土

の一括性を保障する事象てある。この確認が以降分析の出発点てある。尚、栗谷ケ遺跡・ 1号住例

は武蔵野台地。新山遺跡・ 5号住例は武蔵野台地東部てある。他はいずれも大宮台地に位置する住
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第62図 加曾利EIII式・胴部渦巻紋系列の住居跡連鎖
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居跡て‘‘ある。

第62図•第63図は、胴部渦巻紋系列と楕円沈線区画紋系列を出土する良好な住居跡を福島県まて‘

追ったものてある。他にも多くある。ここて掲げた住居跡は時間的にほぼ同一て加曾利EIII期てあ

ると考える。それぞれの住居跡連鎖は縦横に繋がる。胴部渦巻紋系列と楕円沈線区画紋系列の土器

を鍵として加曾利EIII式と大木9式の直接比較検討てある。さらに、深沢A遺跡・ 1号住、同． 3

号住の大木9式を介在として、宮城・岩手方面まて‘‘住居跡連鎖は延びる。

例えば茨城県て‘‘は、南三島遺跡・ 5 号住、同 •42号住、同 •48号住を核として、胴部渦巻紋系列

と楕円沈線区画紋系列を出土する住居跡を連鎖させていけば、加曾利EIII期の住居跡が繋がり、地

域色も明確となる。関東地方の主な遺跡の住居跡がほぼ繋がった段階て‘、各系列の複雑な関係の仕

方を克明に分析していくことが可能となる。

上段には、住居跡連鎖の概念を示し、下段には、上段の住居跡から出土した 2つの系列以外の土

器のバラエティーを注出した。第62図•第63図の下段に示したバラバラの土器が加曾利 EIII式、及

びそれに並行する時期の大木9式の実体てある。北遺跡・ 30号住の胴部に磨消懸垂紋を持ち、日縁

部に渦巻紋を配する正統な加曾利E系列の土器と槻沢遺跡・ 16号住、南三島遺跡． 42号住に見られ

る非常に崩れた日縁部紋様を持つ加曾利E系列の土器を同一時間帯に置き、同一系列間の微妙な地

域差を究明しようとする視点もまた、生み出されてくるのてある。

第63図は加曾利EIII式の次の段階、後期初頭中津・称名寺式、加曾利EIV式段階の住居跡連鎖を

中津式に特徴的な枠状紋を通して理解しようとしたものてある。

稲ケ原遺跡・ B-4号住は、典型的な中津式の住居跡て‘ある。加曾利E式を伴出する。同時に関

東以西の土器をも含んている。この住居跡を起点とする。次に大宮台地の 2遺跡をあげる。指扇下

戸遺跡・ 4号住は加曾利EIV式の土器に枠状紋が付けられたものて‘‘、以下に 2a文様帯・2b文様帯が

付く加曾利EIII式・胴部渦巻紋系列から続く系列て‘ある。加曾利EIV式・波状沈線、隆線紋系列を

含んている。西大宮バイパス 5遺跡・ 1号住は称名寺式の土器に枠状紋がついたものてある。 2段

構成横位連結は中津式、「J」字紋は加曾利EIV式・胴部渦巻紋系列の基に成立する。称名寺式成立

の状況をとても良く現した土器て‘ある。加曾利EIV式が伴出する。

千葉県の長田雉子ケ原遺跡・200号住は中津式に近い構成を取るが、 1段となり、大木10式的な下

限区画処理を行っている。加曾利EIV式・波状隆線区画紋系列を伴出する。茨城県の大谷津B遺跡・

18号住に到ると枠状紋の土器は、加曾利EIV式と大木式の奇妙な折衷ものに変貌する。 2a文様帯と

2b文様帯を持つことては共通する両者の一部系列が混ざり合う。 2a文様帯は、加曾利EIV式・波状

沈線区画紋系列と大木10式の紋様が交互に配され、図下段の土器も同様て「J」字紋と大木10式の

横位に延びる「S」字紋が交互に現れる。 2b文様帯の紋様も楕円（加曾利EIV式） と磨消帯とな

って中が抜ける紋様（大木10式）が交互に現れる。大木圏の福島県に到って枠状紋は安行式のこ、と

く変容する。小田口遺跡・ 5号住ては最大径が胴部にあるような器形に採用される。磨消縄紋てな

くなった加曾利EIV式・波状隆線紋系列が伴出する。
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これらの住居跡が枠状紋を通して見た中津式・称名寺式・加曾利E式・大木10式の連鎖て‘‘ある。

他にキーとなる土器は加曾利EIV式・波状隆帯紋系列て‘‘あろう。福島県ては、北向遺跡・ 17号住、

桑名邸遺跡・ 2号住などて‘‘大木10式と共に出土している。

第64図は、中期末葉と後期の分別を「H」状紋を通して考えて見ようとしたものてある。埼玉県

の志久遺跡• 9号住は加曾利EIII式の住居跡てある。変容した加曾利E系列の胴部紋様に図と地が

反転した「H」状紋が描かれる。小室天神前遺跡• A区土墟て‘、も「H」状紋が出土している。両者

は伊奈町に存在し、近い位置にある。両者の違いは、口縁部直下にある縄紋帯て‘‘ある。これは、前

述したように、中津式によってもたらされる配置て‘‘ある。従って、これは後期初頭とすることがて‘

きる。これと同様の「H」状紋の関係が幅島県の仲平遺跡て‘見られる。仲平遺跡・ 1号住居跡は志

久遺跡• 9号住居跡に対比させることがて‘‘きる。口縁部文様帯と胴部文様帯を持つ深鉢も志久遺跡・

9号住とよく似ている。「H」状紋を持つ土器は無紋部が深く貫入する、大木9式から大木10式に見

られる特徴的な配置てある。これは中期末てある。仲平3号住居跡は、小室天神前遺跡・ A区土墟

に対比する。「H」状紋を持つ土器は口縁部直下に縄紋帯が配される中津式の影響を受けたものて‘あ

る。この住居跡は後期初頭段階て‘‘ある。単体て‘‘は大木9式か大木10式か区別が出来ない土器群が住

居跡としては後期段階て大木10式とされるのてある。この住居跡から直ちに想起されるのが下平石

遺跡・ 3号住居跡てある。日縁部直下に縄紋帯が配置される土器と加曾利EIV式・波状隆線区画紋

系列が伴出する。(1994. 2. 7稿了）

＊．結語にしては盛りだくさんて、絶対的に紙数が足りない。引用文献等全て省略させていただ

く。きちんと整理して再考したい。また、事業団縄文部会諸氏との意見交換があった。

＊．林 謙作が「H本の考古学」一縄文時代ーて‘‘松島湾の称名寺系土器として図示した土器は、

現在て‘‘はアルファベット紋などと呼ばれている。大木9式後半から大木10式てある。この日縁無紋

部が紋様中に貰入する配置が加曾利EIV式と中津式とに影響して、称名寺式の一部の系列を形成す

る。このことは、大木10式を後期初頭に位置づけようとする箪者には感慨深い。

＊．筆者は門前式について分析したことがある。大木10式の後に必ず門前式が来て、大木10式が

中期終末て‘ヽ、門前式が後期初頭てあるという概念が頭から離れなかったため、論文自体としてはし

っくりこなかった。大木10式を後期初頭にすることて‘‘加曾利EIV式との整合性がとれることになる。

読み替えていただきたい。
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